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1ま じ め に

昨今、歴史を書きかえるほどの重要な発掘調査が

全国各地で多くおこなわれ、人々の注目を集めてい

るところであります。本市においても文化財保護を

進めるために、昭和 49年に文化財保護条例を制定

し、今日まで各種の文化財の調査を実施してきたと

ころであります。これらの調査活動で得られた資料

の一部は、調査報告書、各種の資料集等で、刊行し

てきたところです。また一方、歴史講座の開催、発

掘調査地での現地説明会等、文化財保護の重要性を

市民に強くうったえてきたところでもあります。

御虫 昭和55年度は、市立埋蔵文化財調数 ンター

開設5周年に統 り
〃
郷土を知る文化財展″を催し、

市民が気軽に学習できるように、土器づくりの体験

実習をはじめ、弥生時代住居の復元、文化財の展示

等の記念行事を実施し、多くの市民の参加を得てき

たところです。

本書は、昭和 53年から昭和 55年までの埋蔵文

化財の発掘調査をはじめ、土器づくり、弥生時代住

居の復原等の文化財保護事業の概要を収録しており

ます。この三年間の概略報告ではありますが、今後

の文化財保護活動の研究にそれぞれの場で生かして

いただければ幸いです。

なお、この文化財年報の刊行にあたっては、多く

の関係者の方々にご協力をいただき、心より厚くお

ネし申しあげます。

昭和 56年 12月 1日

高槻市教育委員会

社会教育課長 森  健一
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(B)

(C)

(D)

I

1.〔

(A)

文化財保護啓蒙事業

昭和 53年度 〕

現地説明会

昭和 53年 11月 11日  昼神車塚古墳発掘調
査現地説明会

文化財実習

昭和 53年 12月 15日 ～昭和 54年 2月 27日

弥生土器製作実験 (協力、市立日吉台小学

校PTA歴史クラブ )
展覧会

昭和 53年 ■月3日 ～17日「第 2回民俗文

化財展」 (市民会館G階 )

市立埋蔵文化財調査センター見学者数

個人 3,046名

団体  1,467名 (23団体 )

合計 4,513名 (延 12,378名 )

2.〔 昭和 54年度 〕

(A)現地説明会

昭和 55年 3月 23日  安満遺跡 (高垣地区)
発掘調査現地説明会

(B)歴史講座

1.前期 (歴史と文化講座 )
。昭和 54年 6月 1日  「古代の高槻 」
原口正三氏 (島上高校教諭 )

・昭和 54年 6月 8日  「高槻城と高山右近」
脇田 修氏 (大阪大学助教授 )
。昭和 54年 6月 14日  「淀川をめぐって」

高取正男氏 (京都女子大学教授 )

・昭和 54年 6月 22日  「 伝統芸能にみる高
槻 」 宇津木秀甫氏 (地方芸能研究家 )

。昭和 54年 6月 27日  「 万葉の世界 」

井村哲夫氏 (園田学園大学教授 )

2.後期 (歴史講座 )
。昭和 55年 2月 8日  「 語りかける中世の

高槻 」 水野正好氏 (奈良大学助教授 )

。昭和 55年 2月 15日  「 歴史地理からみた

高槻の特色 」 小林健太郎氏 (滋賀大学教

授 )

。昭和 55年 2月 22日  「 原始古代の高槻 」
田代克己氏 (帝塚山短期大学助教授 )

。昭和 55年 2月 29日  「幕末動乱期の高槻」
酒井 一氏 (龍谷大学教授 )
。昭和 55年 3月 7日 史跡見学会

岩谷進Ff氏 (郷土史家 )

展覧会

昭和54年 1ユ 月3日 ～9日「第 3回民俗文化

財展」 (民俗文化財資料室 )

市立埋蔵文化財調査センター見学者数

個人 2,465名

団体 1,521名 (12団体 )

合計 3,986名 (延 16,364名 )

(D)

3.〔 昭和 55年度 〕

(A)歴史講座

1. シルクロードをたずねて

。昭和 55年 6月 17日  「長安の古代と現代」

原日正三氏 (立命館大学講師 )

・昭和 55年 6月 24日  「 黄河を越えて」

町田 章氏 (国立埋蔵文化財センタ=)
。昭和 55年 7月 1日  「 仏教美術の宝庫・

敦燿」 小田義久氏 (龍谷大学教授 )

・昭和 55年 7月 8日  「木に満 珀た文字」

大庭 修氏 (関西大学教授 )
シルクロードをたずねて

。昭和 55年 10月 14日  「 桜蘭王国の幻影 」

堀川 徹氏 (京都大学 )
・昭和 55年 10月 21日  「 遊牧民とシルクロ

ード」 原山 違氏 (四天王寺女子大学 )

・昭和 55年 10月 28日  「 ササン朝ペルシア

の銀貨とビザンチンの金貨 」 岡内三真氏

(京都大学 )

。昭和 55年 11月 1日  「 シルクロード特別

講演会 」 野口篤太郎氏 (NHKシ ルクロ
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―ド特別取材班チーフカメラマン )

。昭和 55年 11月 4日  「 正倉院宝物とシル

クロード」 関根真隆氏 (正倉院 )

。昭和 55年 11月 11日  「卜′L/7ァンの史蹟」
田辺昭三氏 (京都市埋蔵文化財研究所 )

3.シルクロードをたずねて

・昭和 56年 2月 10日  「 玄美と中央アジア」

桑山正進氏  (京都大学 )
。昭和 56年 2月 17日  「 シルクロード周辺
の遊牧民」 松井 健氏 (京都大学 )
。昭和 56年 2月 24日 「 新彊ウイグル人 」

浜田正美氏 (京都大学 )

・昭和 56年 3月 3日  「 モンゴル帝国の原

像」 杉山正明氏 (京都大学 )

(B)文化財実習
。昭和 55年 9月 22日 ～ 10月 26日

土器製作体験実習 (一般募集 )

・ 昭和 55年 10月 1日～ 10月 9日

弥生時代住居復元 (協力 大西ナカ氏、

谷郷二郎氏、高槻市森林組合 )

(C)展 覧 会
・昭和 55年 10月 17日～ 10月 26日

「 郷土を知る文化財展 」

。昭和 55年 10月 30日 ～■月 4日

「 古代土器再現展 」

・ 昭和 55年 11月 22日 ～ 11月 24日

疇 4回民俗文化財展」 (民俗文化財資料

室 )

(Dl 市立埋蔵文化財調査センター見学者数

個人 4,329名

団体  1,197名 (9団体 )

合計 5,526名 (延 21,890名 )
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4 弥生式土器の製作実験

弥生式上器がどのようにして製作されたか、明確

でない。そこで今回、これまでの考古学的・民族学

的成果をもとに、土器の製作実験を試みた。実際に

は、中国西南部少数民族や東南アジアにおける伝統

的技法によるところが大きい。とくに焼成について

は、従来窯等の構築物の発掘例がないところから、

平地での「野焼き」及び「覆い焼き」 (後述 )の 2

方法によっておこなった。以下、概略を記す。

ェ 土器の成形
1.工具 土器表面の痕跡からハケロ原体 (ハケと

略称、以下同様 )、 ヘラ原体 (ヘラ)、 クシ原体 (ク

シ )、 叩き板等が考えられているが、叩き板以外、

形状・材質については推測の域を出ない。今回の実

験では、民族例等を参考にして、各種の工具を製作、

使用した。

〔ハケ〕半月形の薄板である。長さ約 12切、幅約

4∽、厚さ約0.5切で、材質はスギ。外湾部は両面

を削って刃をつけてある。使用するにしたかって、

軟い春材部が磨滅し、ハケロが再現される。常時水

に漬けておいて使用する。

〔ヘラ〕薄くそいだ竹の一端を湾曲させ、刃をつけ

たもの。幅約 2勁。このほかナイフや 2枚貝の貝殻

も使用した。〔クシ〕施文の項参照。

〔叩き板 〕茨木市東奈良遺跡出土品を参考にした。

形状は羽子板様で、長さ約 27初、幅約5.5印、厚

さ約 0。 6∽。片面に幅約 0,3初、深さ約 0。 2初の溝

を、0.3勁間隔で 8条彫りこんだ。材は出土例では

槙であるが、スギを用いた。常時水に漬けておいて

使用する。溝の深さ・数を違えたものも若千用意し

た。

〔製作台 〕成形は、木箱・机の上でおこなった。製

作上の便宣と、回転台に代る木の葉をおく平滑面を

得るためである。これらのほかに、布・鹿皮・バケ

ッを用意した。なお、ハヶ・ヘラ・叩き板は、中国

雲南省では陶杭・竹刀・陶板と称されている。

2,粘土 沖積地・洪積台地からそれぞれ採取した

粘土を、いったん乾燥・粉砕 し、水でこね 3カ月ほ

どおいたものを用いた。色調は前者が暗灰褐色、後

者が灰褐色である。川砂を適宜混合し、30分以上こ

ねてから使用する。

3.成形 a前・中期の壷・鉢・甕、 b高杯、 c後

期の甕、 d庄内式の甕の順で記述する。

a壷・鉢・甕 まず拳大ほどの粘土を丸め、裏返 し

た木の葉の上で叩きのばして厚さ約 1.5初の円盤と

する。

ついで直径 3切ほどの粘土紐をつくり、これを台

上で押し、あるいは叩きのばして、厚さ0,7～ 1切

の粘土帯とする。そしてこれをさきの粘土円盤の上

面へ圧着し、押しのばして外面を接合する。内面接

合部は、直径 1～ 2∽の粘土紐で補強してから、な

めら力朝こ接合する。そして粘土帯上縁をなでて平滑

にし、 2段目の粘土帯の接合面とする。

2段日以上の粘土帯接合は、内面の補強は要しな

い。外面は上方へ、内面は下方へ押しのばす。この

とき、器厚を均―に、また器面の凹凸をととのえる

ために、ハケを用いる。こうし¶順次粘土帯を積み

上げていくが、自重による変形を防ぐため、 2～ 3

段ごとに 30分間ほど休止する。 とくに壷の場合は

慎重を要する。また、強くハケをかければ、表面が

やや乾燥した状態でも容易にプロポーションを変化

させうる。接合面が固まったときは、水ないし泥状

の粘土を塗布 して接合する。

日縁部は外側へ開くため、頸部～回縁部屈曲部位

を 1本の粘土帯で形成する。すなわち、やや厚い粘

土帯の上端をつまんで引き出すようにして、屈曲部

位をつくりだすとともに口縁部粘土帯の接合面とす

る。そしてしばらく時間をおいてから、開裂を避け

るため軟かめの粘土帯を接合して、日縁部 。端部を

形成する。ハケでととのえた後、端をヘラで切削し

て完整な端部とする。

以上のようにして成形した土器は、全面をハケで

整えたのち、そのままあるいはナデ・横ナデもしく
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はヘラ磨きをおこない、最後に施文をほどこして完

成する。ただし壷の内面は、成形後一気に調整でき

ないことが多いので、粘土帯接合ごとに丁寧に調整

する。このため、下半は縦方向、上半は横方向のハ

ケロないしナデがほどこされることになる。

b高杯 まず柱状部、ついで裾部、杯部の順でつく

る。丸めた粘土帯あるいは柱状粘土塊を穿孔して円

筒をつくり、木の葉の上へ直立させて据え、外面に

ハケをかける。しばらく待ってから、裾部の成形に

うつる。

幅狭の粘土帯をやや外反させながら円筒上端に接

合し、裾部をつくっていく。そして円筒下端から据

端部まで、外面を一気にハケ調整、裾部内面もハケ

をかけ、端部をととのえて柱状部～裾部の成形がお

わる。この段階で 30分以上放置しておく。

裾部が固ったら、これを反転して杯部の成形にう

つる。上端を水で濡らし、直径 1初ほどの粘土紐を

接合し、この上縁を横へつまみ出して杯部粘土帯の

接合面をつくる。屈曲部外面は細い粘土紐で補強し

ておく。そして順次粘土帯を、時間をおきながら接

合していく。 1段ないし2段目の粘土帯接合の段階

では、底部中央は開日している方が作業がやりやす

いが、これ以後は杯部の変形を防ぐため充填してお

く(円盤充填 )。

日縁部成形・調整についてはすでにaで述べた。

ハケをかけたあと、表面が半乾燥の状態になるのを

待ってヘラ磨きをほどこし、最後に施文 。裾部穿孔

をおこなって完成する。穿孔には竹管を使用した。

c後期の甕 土器の表面が半乾燥の状態でも、叩き

板で叩きしめることによって、成形中と同等もしく

はそれ以上に器壁が軟化する。これに内側からハケ

をかければ、容易にプロポーションが変化する。こ

れが整形技法としての叩きである。

一方、後期の甕は、粘土紐を数段積みあげては叩

いて成形する工程をくり返してつくられている。こ

のいわゆる叩き成形技法による製作について述べる。

直径 1～ 2初の粘土紐を積みあげて、直径約 3御、

高さ約 5勁の円筒をつくる。内外面ハケ調整後、外

面を叩き板で叩く。この作業は手の甲を、器面内側

に当て、片手で叩き板を手前へ引くように叩きつけ

ていく。下から上へ叩いては土器を回転して、叩く

作業をくり返す。逆円錐形に叩きおわったら、これ

を木の葉の上に据え (底に粘土紐を巻いて安定させ

る)ハケを内側にかけて形をととのえる(第 1段階)。

ここで、 30分間以上おいて硬化を待ち、次の粘土

紐積みあげにうつる。

第 2段階は、やはり粘土紐を 2ないし3段積みあ

げ指で押しのばして接合し、ハケ調整の後、叩きし

めて成形する。ここで、体部下半までできたことに

なる。以後、体部中位・上位・頸部を同様に成形し

ていくわけだが、各段階とも粘土紐 2な いし3段か

らなり、次の段階との間に3o分以上時間をおいた方

がよい。各段階の接合部は、接合部の下方にゆるや

かな稜ができることがあるが、個々δ粘土紐接合部

は、判別できない。

さて、肩部の叩きがおわった段階で、端部を外方

へ引き出すように折り曲げ、日縁部粘土帯の接合面

をつくる。日縁部の成形はaに既述した。こうして

成形・調整が一応完了するが、□縁部がある程度硬

化したら、底部付近を調整しておく。

d庄内式の甕 庄内式甕の壊れ方には、粘土帯・段

階成形を連想させるような、規則性はない。このこ

とは、庄内式甕の成形技法が、 V様式のそれと異な

っていることをうかがわせる。そこで試みたのが、

以下に記す方法である。粘土は東大阪市立博物館の

御好意で、同博付近の「生駒西麓の粘土」を使用し

た。この粘土は、たいへん粘りが強く、砂を混ぜな

くとも変形しにくい特徴がある。

まず、直径 2～ 3勤の粘土紐を積みあげて直径 7

～ 8初、高さ 15∽程度の円筒をつくる。 内外面と

もハケをかけてから、叩きにうつる。叩き板は溝が

細かく、重量も重いものを使用した。

叩きは、 3回 くらいに分けておこなう。 1回目の

叩きは、器厚を均―に薄く、その分器高・口径を拡

張するようにおこなう。砲弾形に叩きおわったら、

台上に据え、内側にハケをかけて 15分以上放置す
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る。この段階で器厚 1.5働、高さ 15勁余りである。

2回目の叩きは、主に腹径を拡張するように、下

方から上方、上端から下方へと叩く。強くハケをか

けて、腹径を拡張し、プロポーションをととのえる。

3回目の叩きは、下方から上方へ連続的に、腹径の

拡張と肩部をつくりだすようにおこなう。およそこ

のときに全体のプロポーションが決まるが、底部は

まだ平底である。器厚は0.5～ 1働程度である。

叩きがおわったら、上端 (頸部 )をヘラで切削し、

日縁部粘土紐を接合する。直径 2～ 3働程度の太い

ものを 1本接合し、これをハケで薄く、かつ外上方

へのばしていく。このとき肩部も内側から拡げられ、

頸部を形成する。拡張した口縁部をヘラで切削して

ととのえ端部をつくる。ここで肩部～体部上半にハ

ケをかけ、凹凸を修正する。

日縁部が硬化するのを待って、底部を叩いて尖底

とし、底から放射状にハケをかけて調整、倒立させ

て静置する。

器面が半乾燥になった時点で、内面のヘラ削りを

おこなう。ヘラ削りした面は凹面をなしていること

から、湾曲させた木・竹製のヘラを試してみたがシ

ャープさに欠け、うまくいかなかった。そこで湾曲

させたナイフ、スプーン等を試した結果、ヘラ削り

を再現することができたが、このような金属製のエ

具が土器製作につかわれたとは考えにくい。ヘラ削

りのヘラの要件は刃部が薄く滑らかで、かつ湾曲し

ていることである。これを満たすものとしては、金

属器以外に骨角器があるが、なかでも貝殻は何ら加

工をほどこすことなしにさきの要件に適合する。そ

こでアサリ等 2枚貝の貝殻を用いて、外側から掌で

支持 しつつヘラ削りをおこなうことによって、良好

な結果を得ることができた。掌で支持しつつおこな

うことで、器厚を確かめながらしかも最終的なプロ

ポーションの調整をおこなうことを得る。その結果

ヘラ削りによって、器厚を 0.3～ 0.5勁程度にする

ことができた。重量でいえば約
1/3ほどを削り落した

ことになる。

体部内面のヘラ削りがおわったら、つづいて日縁

部内面もヘラ削りをおこない、最後に口縁部内外面

を横ナデする。端部外側を強く横ナデすることで、

端部の立ちあがりが再現される。

なお、平底を叩いて最終的に尖底とするには底部

周辺を叩けば充分であるが、叩きを腹部下方までお

こなえば、容易に腹部からなめらかにつづく丸底を

得ることが可能である。このときには、内面および

外面に放射状ではなくアトランダムにハケをかける

ことを要する。もちろん丸底は分厚い底部を外側か

ら削ってつくることもできるが、叩きを用いた方が

簡便かつ確実であった。

以上、土器の成形・調整について述べた。ただし

施文とくに櫛描文・クシについては問題がある。先

端を刻んだ板・ヘラ様のものを数枚たばねたもの・

サルボウ等の 2枚貝などを試してみたが、いずれも

決定的でない。,またハケについても、樹種の違いに

よってハケロの太さも変ること力半1明 した。樹種の

選定すなわち、地域環境の変化と読みとることもで

きよう。今後追究の余地がある。

工 土器の焼成

今回の実験では、先述 したように「野焼き」と「覆

い焼き」の 2方法によって焼成をおこなった。ここ

で「覆い焼き」としたのは、土器を燃料でくるみこ

み、その上を粘上で覆って焼く方法である。中国雲

南省篠 族
`修
られる方法だ力ヽ 灰をかぶせるなど類

似のやり方は東南アジア各地でおこなわれている。

1.乾燥 仕上げおわった土器は、 1週間ほど蔭千
しする。底まで白っぽくなって、叩くとコンコンと

いう音がするのが目安である。

2.予熱 焼成に先立って土器を80～100℃ に熱し
て水分を追いだし、急激な温度変化による破損を防

ぐ工程である。

まず、高さ80∽程度の棚をつくり、土器を倒立さ

せてならベムシロで覆う。ζうして下から遠火で 2

～ 3時間焙る。この間に焼成の準備をしておく。土

器を叩くとカンカンと高く澄んだ音がするようにな

れば、焼成にうつる。

-5-



3.野焼き 平地に、径 2η 、厚さ0.3ηほどに薪

・木の枝などを積みあげてベースとする。予熱の済

んだ土器をベース上に横倒 してならべ、木の枝など

で覆い (厚さ約 0.3犯 )四方から同時に点火する。

4.覆い焼き 平地に薪をならべ、 2物 Xl.5η程

度の床をつくる。この上に割木片を積みあげ (厚さ

は周辺で 0.3靱、中央で 0.2物程度 )、 ベースとす

る。そしてこの上に上器を横倒 しに、熱いうちになら

べ、カヤ 。ワラ等で覆う。今回はカヤ・ワラの 2者

を用いた。便宜的に前者をカヤ窯、後者をワラ窯と

して記述する。両者とも羽 I願は変らないが、ワラ窯

の羽 I頂を示す。

まず土器の上に横方向にワラを積む。ついで縦方

向、再び横方向に、それぞれ厚さ 10～ 15勁に 3層

積みあげる。側面は、10切程度の厚さで立てかける

ようにワラをおく。こうして全面をワラで覆ったの

ち、軟かい粘土で被覆する。粘土は厚めに塗りつけ

るという程度だが、間隙がないように注意する。

全面を粘上で被覆したのち、四隅に点火口を開け、

火種を投入して点火する。上面に4～ 5カ所の煙出

表 1 焼成に要した燃料

し孔を開けて、点火回は粘上でふさいでしまう。実

験では、予熱済の上器をベース上にならべてから点

火するまでに約 30分を要した。

5,野焼きの温度変化 温度は、素焼き管を土器付

近に挿入しておき、管内に設置したパイロメーター

で測定した。したがって土器の表面温度に近似した

値を示していると考えられる。

測定の結果は図 1に示したように、点火後約 40

分で最高温度 730℃ 前後に達し、以後温度は降下し

はじめた。この時点で周辺部に薪等を投入し燃焼維

持につとめた結果、600℃ 以上は約 1時間、 400℃

以上は約 2時間程度維持したが、木片投入をやめる

と温度は急激に低下し、点火後約 7時間で常温に復

した。

6.覆い焼きの温度変化 点火後約 1時間で内部温

度 80℃、窯表面はところどころ白く乾き、ヒビ割れ

を生じる。このとき、煙出し孔付近の燃焼が比較的

進行しているのでこれを塞ぎ、他の部分に煙出し孔

を開ける。

薪 枝 木 片 カ  ヤ ワ  ラ 計

野焼きキ
20
30

50
40

20 160 K9

カヤ窯十 15
30 60峰

ワ ラ 窯
半 15 15

40 70勁

表2 焼成の結果

焼 成 lal 破 損 lal 完 形 lal 破 損 率 切

Ｊヽ

ヨ

無
済
熱
熱
予
予

き焼野
23
77

８

３

５

４

８

８

７

１

カ ヤ 窯 〔予熱済 〕 48 48 0

ワ ラ 窯 〔予熱済 〕 46 0 46 0
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図 1 焼成時の温度変化

図2 炊さん中の温度変化
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点火後約 2時間で内部温度は 180～ 200℃に達し、

表面全体がヒビ割れはじめる。この段階で、側面の

底辺を欠きとる。つまり、蒸し焼きの状態になって

いるところへ空気を吹きこんで一気に燃焼させるわ

けである。以後の温度上昇は激しく、底辺開日後約

30分で約 500℃、2～ 3時間で最高温度に達する。

ワラ窯の場合開日後 3時間で約 800℃、カヤ窯の場

合 2時間で 850℃であった。

この段階を過ぎると、煙は減少し、ベースの薪、

上面のワラ (カ ヤ )と もに熾の状態になる。内部温

度は降下しはじめるが、その度合は野焼きに比べゆ

るやかである。 600℃まで降下するのにカヤ窯 (点

火後 )約 6時間・ワラ窯 (同 )約 10時間 30分、400

℃まで降下するのには、それぞれ約 7時間・約 12

時間を要した。

内部温度が 400℃ まで降下した段階に至って、よ

うやく被覆粘土直下のヮラ (カ ヤ )が赤熱・灰化す

るのが認められた。同時に、窯全体がくずれて陥没

しはじめた。この状態から内部温度が常温まで降下

するには、なおカヤ窯で 5時間、ワラ窯で 8時間を

要した。

以上、覆い焼きに要した時間はカヤを用いた場合

で約 12時間、ワラを用いた場合で約 20時間である。

7.土器のとり出し 野焼きは当日、覆い焼きは翌

朝とり出した。

野焼きの経過についてはさきに記したが、ここで

若千補足しておく。点火後約 2時間で全体が熾の状

態になった段階で、焼成状況を確認した。周辺部に

あるものは赤褐色、中央部のものは黄灰色から淡灰

褐色の色調を呈していた。中心部は酸欠のためか蒸

し焼き状態で炭素を吸着してしまい黒色ないし黒灰

色を呈していたため、別に焚火を設け再加熱して炭

素をとばしてから熾の上に戻し、自然冷却を待って

取りあげた。

覆い焼きについては 翌朝取りあげを開始した。

まず熱を受けて灰白色ないし赤褐色に変化した粘土

を取りのぞき、ついで革木灰をかき出すと、鮮やか

な赤褐色を呈する土器があらわれた。粘上が萌れ落

ちて土器と接していた部分、あるいは床面と接して

いた部分で黒斑がみとめられた。しかし、そうした

部分の多くは、若干白っぱい色調を呈するにとどま

った。この状況はカヤ窯・ワラ窯の両者とも同様で

あった。

野焼き・覆い焼きの焼成結果は、表 1に示した。

焼成初期における温度のコントロールが、破損率に

大きく影響していることがわかる。

8.焼成に要した燃料 野焼き 。覆い焼きそれぞれ
に要した燃料は、表 2に示した。ただし、両者の燃

焼状況は大きく異なっている。

野焼きの場合、前項でも記したように、中央付近

は不完全燃焼を起こし、大量の炭が残ったまま、鎮

火してしまった。一方、覆い焼きの場合、ベースの

薪・木片は周囲の 5～10∽を残して底面まですべて

灰となった。また上面・側面のカヤ・ワラも、完全

に燃えて灰になっていた。被覆に用いた粘土はほと

んどが生焼けながら変成し、部分的には土器化 して

いた。床面は、前日の小雨にもかかわらず砂地のた

めか、厚さ 1～ 3勁の焼土層が形成された。とくに

ワラ窯の場合、床全面がくっきりと赤く焼けており、

周囲との境界付近は灰を混えた焼土がみとめられた。

このようなことは、野焼きではみられず、わずかに

完全燃焼 した付近で極く薄い焼上がみとめられただ

けである。

Ⅲ 復元土器の観察             
―

1.野焼き焼成の土器 このな力剌こは、冷却途中に

再加熱して表面の炭素を除去したものがあるが、こ

こではそれ以外のものをとりあげる。

今回の実験では燃焼状況が―様でなかったため、

土器の焼き・色調に甚しい違いが生じた。周辺部・

中央部にかかわらず、薪が完全燃焼 した付近では、

色調は赤褐色～淡赤褐色を呈し、叩くとコンコンと

にぶい音がした。比較的軟質である。土器同士ある

いは燃えきらなかった薪に接していた部分は、灰褐

色を呈していた。床に接していた部分も同様である。

黒斑はみとめられなかった。
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■方、薪が燃えきらずに炭が残った部分では、色

調は淡褐色～暗灰褐色を呈し、軟質である。土器と

土器あるいは薪 。床に接していた部分は暗褐色斑な

いし黒斑がみとめられた。ただし土器の相対する2

カ所というような対応関係はみとめられない。

また、蒸し焼きの状態にあった土器は、冷黒色な

いし暗褐色を呈し軟質である。土器同士の接してい

た部分は、炭素がまわらなかったためか暗褐色を呈

し、むしる周囲より明るい色調であった。再加熱し

たものでは、冷黒色のものが淡赤褐色ないし談掲色

に、暗褐色のものが淡赤褐色に変化したのがみとめ

られた。

以上の 3者は、内面はいずれも淡掲色を呈してい

た。断面は、表面の色調にかかわらず中心部は赤褐

色を呈する。また、色調が暗いものほど軟かく、た

やすく手で砕くことができた。

2.覆い焼き焼成の土器 カヤ窯・ワラ窯とも土器
の焼き 。色調に差異はみとめられない。ただし胎土

によって、洪積台地のものより沖積地の粘土を用い

たものの方が、赤味がかっている。また高槻の粘土

が全体として赤褐色～橙黄色に発色したのに対し、

東大阪の粘土は茶褐色に発色し地域性を明確にして

いる。

こうした胎土による違いは全体的なものだが、焼

成時の位置に対応して、部分的に微妙な色調の違い

を生じている。被覆粘土が崩れ落ち土器に接してい

た部分は、灰白色または黒色を呈している。このと

き粘土と土器の間に灰があれば灰白色、直接接して

いれば黒斑になっている。土器同士が接していた部

分は灰白色ないし黄灰色、土器が床面に接して木炭

が残った場合には黒斑がみとめられた。また、窯の

表面に近い側はにぶい赤褐色、中心・底面に近い側

では黄色がかった赤褐色～橙黄色を呈していること

が確認できた。胎土中に極く少量混入していた黄褐

色粘土粒は、暗赤褐色に発色していた。なお内面は

一様に灰白色を呈していた。

焼きはすべて極めて良好で硬質、叩くとカンカン

と金属音を発する。

3.焼成前後の変化 前項まで主として焼き・色調
について記したが、ここでは法量 。器面等の変化を

とりあげる。

焼成前に 1週間程度蔭干 しすることは前述したが、

この間に水分が蒸発して土器全体が収縮する。この

度合は成形時の粘上の硬軟・混合した砂の多少によ

って違ってくるが、大まかにいって重量で 10～ 15

%、 長さで 5努前後小さくなる。このため、成形時

の粘土紐の硬さが極端に違っていたり1日以上時間

をおいて接合したりすると、ヒビ割れを生じて把手

が取れたり胴が真二つになったりする。粘上のこね

方が不充分な場合は、縦に割れ裂けることが多かっ

た。器壁も薄くなるので、月ヽ石がとび出すこともあ

るが、ハケ・ヘラ磨きをほどこしたときはこのよう

なことは少ない。

乾燥した土器を焼成すると、粘土鉱物中の結晶水

が失われて水に溶けない本来の「土器」になる。こ

の過程で、重量は 10%、 長さが 5″前後、小さくな

る。全体として成形時の 80%程度に縮んでしまうこ

とになる。このときにまた破損が生じることがある

が、これは焼成初期の急激な温度上昇のため粘土中

の混合水や空気が膨張して器壁を破壊するのであっ

て、焼成前の小さなヒビ害Jれが直接の原因ではない。

器面の状態は、焼成前後で大きく変らないが、器

壁の収縮によって砂粒が強調される。横ナデ・ハケ

・叩き等の微妙な凹凸はとくに強調されることはな

かった。おおざっぱにいって、乾燥した時点の形状

がそのまま保持されている。

Ⅳ 復元土器による煮炊きの実験

焼成した復元土器を用いて、実際に玄米 。キビ。

アワを炊さんした。

図 2・ 表 3以下に示すように、実験は甕 5個を使

用した。平底のものはそのまま地面において周囲か

ら、九広のものは石で支えて下から加熱した。燃料

は割木を用いた。それぞれの内容物は表 3に示した

とおりである。水量は内容物より2割増にした。

炊さん中の温度変化は図 2に示した。容量 。内容
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玄 米 (カ ップ ) キ ビ (カ ップ ) ア ワ (カ ップ )

3

Ⅱ

Ⅲ 3

Ⅳ

表 3内 容 物

表4浸 出 率

物・加熱の度合が=定で
ないため単純な比較はでき

ないが、下から加熱できる丸底の方が、対流も起こ

りやすく熱効率はよいようである。器厚の厚薄によ

る効率の差は分明でない。

さて、炊さん前後の土器の変化について検討する。

外面は煤・タールで覆われてしまい炎があたった部

分は変色する。煤・タールのつき方は―様でない。

タールは最大腹径以下に多く、胴部上位には少ない。

煤も最大腹径付近、ついで回縁部外面に厚く付着し

ていた。平底・丸底ともに炎のあたる底部付近には

煤・タールの付着はみられなかった。注意されたの

は、内面に内容物がこげついた部分では、外面の煤

・タールがとんでしまったことである。こうした状

況は出土例によく符合する。また、内面に糊状のデ

ンプン質がこびりついたまま放置すると、土器の表

面が薄く剥離してしまい、ハケ・ナデの調整痕はわ

(a)19時間放置後

A 素焼き、カメ
B 素焼き、ツボ

からなくなってしまったのは意外だった。

表 4は、土器の透水性 (浸出率 )である。A・ B

は焼成後そのまま、 I～ Vは炊さん実験に使用した

後のものである。明らかに、 1回だけの炊さんにも

かかわらず使用後の方が、浸出率は半減している。

これは内面にデンプン質、外面にタール・煤が付着

したためと考えられる。また、内タト面の調整によっ

ても差がある。とくに、外面を叩いたままの場合に

浸出率が高い。ハケとナデでは、ハケの方が浸出率

が低い。ナデ調整が水を用いて表面を滑らかにする

のに対し、仕上げに相当するハケ調整は半乾燥に近

い状態で押しつけるようにおこなうため、表面の多

孔性が減じるのであろう。この意味では、実験はし

ていないがヘラ磨きも有効であると思われる。

なお、以上の実験に使用した土器は、いずれも覆

い焼き焼成のものである。

容   量 調   整 残 量 (a) 浸 出 率

I 6  ゼ 内外面 ナデ 5.2 ゼ 13.379

Ⅱ 4  ゼ 内外面 ハ ケ 3.6 ゼ 10%

Ⅲ 1.7 ゼ 外面 叩 き 1.3 ゼ 23.5%

Ⅳ 3  ゼ 内外面 ナデ 2.5 ゼ 16.7%

平 8  ゼ 内外面 ナデ 6.9 ゼ 13,7%

A 2  ゼ 外面 叩 き 0.8 ゼ 60%

B 3  を 内外面ハ ケ 2.1 ゼ 30%
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Vま と め

今回おこなった土器の製作・炊さん実験は、従来

の知見をもとにした推定復元であり、その意味で弥

生式上器の再現でない。とはいえ、少なくともその

技術的側面の解明について、こうした実験的手法は

有効であると考える。今回の実験で用いた技法・技

術についてはなお多くの修正の余地があると考えら

れるが、ここではこの間の経験的事実・反省をおゝま

え製作ないし生産上の問題点を述べるにとどめ、よ

って将来の検討にまちたいとおもう。

弥生式土器がロクロ成形でないことに、異論はな

い。しかしそれが「巻きあげ」によったものか「輪

積み」によるものか、検討の余地がある。「巻きあ

げ」を、粘土帯をラセン状につみあげて器壁をつく

る方法、「輪積み」を、粘土帯でつくった輪をつみ

あげていく方法とすれば、今回用いた方法は両者い

ずれにも厳密には妥当しない。Iの粘土帯を積みあ

げるという表現は、ある長さの粘土帯を下の器壁に

接合しつつ 1段を積み、余分はそこで切りあるいは

再び足して、粘土帯 1段ないし3段を積みあげた時

点における上縁は常に水平にしておくことを指す。

成形途中のある段階で、ラセン状の巻きあげによっ

て上縁が傾斜していたり、あらかじめ下の日径にあ

わせてつくった輪ないし円筒を接合するというのは

合理的でないし、製作上 (作業の熟練度の差はある

としても)三度手間である。接合の際には幅・厚さ

だけでなく長さ方向にも粘土帯は変化するのである

し、器形 。対称性を確保するうえで、上縁が水平で

あることは重要な要件である。粘土帯を 1段ごとに

とめていく方法と輪積みが結果的にあまりかわらな

いというなら、むしろ「巻きあげ」は「粘土帯紐 )

を接合しながら器壁をつくっていく方法」、「輪積

み」は「あらかじめつくった粘土帯 1段以上の高さ

の輪ないし円筒を積みあげて器壁をつくる方法」と

いうべきである。この輪積み技法は、 V様式につい

て分割成形技法として示唆されているけれども、土

器内タト面の不整合は巻きあげによっても生じうるの

であって、さきの理由からも、円筒形の部分品の接

合がおこなわれたとは考えがたい。I-3cで 示し

たような工程によっても同様の結果を得ることから、

平様式においてもそれまでと同様の断続的な粘土帯

(紐 )巻きあげによったとみるべきである。すなわ

ち、少なくとも弥生式土器においては基本的に段階

成形技法一―巻きあげは断続的に時間をおいておこ

なわれ、しかもその都度器形 。器面の調整をおこな

う一―であって、この点において、縄文式および庄

内式以後と異なっていると考える。この場合、叩き

手法のなかには段階成形技法と庄内式以後の一体成

形技法の両者が存在し、前者から後者への発展の過

程として、Ⅳ様式以後の変化をとらえることができ

る。

また、今回は「回転台」のかわりに木の葉を使用

した。「回転台」の存在如何についてここではふれ

る余裕もないが、実験の結果、木の葉でも土器の成

形 。調整・施文において何ら不都合はなかったこと

を記しておく。2枚の本の葉を表合せで板の上にお

き、この上で土器を回転させて横や上からみながら

接合・ハケ調整をおこなうことで、比較的容易に器

形の対称性を得ることができた。内面のハケ調整の

ときは外面を掌で支え、外面のハケ調整・叩きのと

きは内面を手の甲で支えながらおこなうことで、た

やすく所期の曲面を得ることが可能である。このこ

とは製作時の姿勢にも関わることだが、具体的には

地面に皮や板を敷き、胡座ないし中腰で作業したと

考えている。この姿勢であれば、器形の調整もたや

すいうえにハケ調整等の方向も、自ずと出土例のよ

うにならざるをえない。ヘラ削り。ヘラ磨きの段階

では、器壁は半乾燥の状態であるから、膝でかかえ

て作業ができる。施文も、施文具は水漬して用いる

と考えるのが自然であるから、器面が半乾燥であっ

ても容易におこないうる。

おそらく土器製作には、敷皮 (粘土をこねるため

にも必要 )、 若子の板材 (工具あるいは敷板 )、 木

の葉 (落葉ないし常緑広葉樹 )程度のものしか必要

としなかったのであろう。ただし、ハケなどの工具

の樹種 。木取り・形状は今後検証していかねばなら
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ない課題である。

なお、今回の実験における製作時間を記しておく。

こねあげた粘土を用いて、高さ36∽・回径 33∽の

甕の場合で約 8時間、高さ27勁・腹径 32切の霊で

約 7時間、高さ 23∽・口径 27物の高杯で約10時間、

高さ27∽・口径 23勁の叩きの甕で約 4時間程度で

あった。しかしいずれも途中の乾燥時間を含むから、

実際に手を動かしている時間は半分以下になる。と

くに叩きの甕では、 1時間程度である。

さて、焼成した土器の観察はⅢに記した。野焼き

焼成・覆い焼き焼成によって土器の焼きあがりが異

なっていることは既述したとおりだが、弥生式上器

が両者のうちいずれに近い方法で焼成されたか.と

いう問題がある。今回焼成した上器と比べてみると、

硬軟・色調から、野焼き焼成と覆い焼き焼成の中間

あたりに、弥生式上器をおけそうである。つまり、

今回の野焼き焼成の上器は縄文色土器に近く、覆い

焼き焼成の上器はむしろ土師器に近い焼きあがりで

あったといえる。

土器の焼成の良否は、結局粘土鉱物の結晶に熱変

化がおきるだけの高温が得られるかどうか、得られ

た場合には、それがどの程度の時間維持できるかと

いうことにかかっている。今回の場合前者について

は問題ないのであるから(両者とも最高温度は800

℃以上 )、 焼きあがりの差は、高温の維持という点

にしばられる。熱変化がおこるとされる600℃ 以上

の維持時間は、野焼きで筍分、覆い焼きで 3～ 8時

間であった。燃料の燃焼度という点からみれば、野

焼きでは周囲から燃えたためと土器の上に木の枝な

どを厚く積みかさねたため空気が充分に供給されず、

中央部は炭化しただけにとどまった。これに対し覆

い焼きでは、煙突効果もあって中央部まで空気が吹

きこまれ、燃料はほぼ完全に灰となった。また保温

という点では、野焼きの場合燃焼がある程度すすむ

と土器が露出し、下半は赤く輝いていても上半は温

度が下がってしまう。覆い焼きでは、内部は土器ま

でも一様に赤～黄橙色に輝いているのが観察された。

このことは、極く薄い被覆でも、燃焼・保温のうえ

で非常に有効なことを示している。しかし他方では、

覆い焼き焼成の上器は弥生式上器とするにはいささ

か焼きが良すぎるのであって、とくに強風下ではあ

たかも陶器の如き焼きあがりとなってしまう。燃料

を少なくすれば燃焼時間も短縮されることになるが、

これまで各地で検出されている焼止羨に、スサを混

えたような焼土 (粘土 )の検出例が皆無であること

も考えあわせると、弥生式土器の焼成には覆い焼き

のような窯的な方法は用いなかったと考える方が自

然である。

今回の野焼き焼成の結果は満足すべきものではな

かったが、高温をより長く維持できれば、好結果が

期待される。そこで.燃料の配置等を考慮し、追試

をおこなった。以下にその概略を記す。

ベースは、3方を丸太で囲い、なかに薪 。割木を

20～ 30あ程度の厚さでならべた。この上に予熱の

済んだ土器をならべ、上におく木の枝・割木は土器

を覆う程度にとどめ、点火は丸太の隙間から3方同

時におこなった。燃焼がすすんで上器が露出した部

分には、カヤ等をおいて燃焼 。保温をはかった。こ

の結果、燃焼効率はかなり向上し、点火後約12時間

で周囲の丸太を残して薪・割木は灰となり、ほぼ鎮

火した。

焼成結果は良好で、色調・焼きともさきの野焼き

。覆い焼き焼成の中間程度のものとなった。すなわ

ち色調は淡褐色から黄褐色を基調とし、淡褐色斑あ

るいは黒斑を有する。黒斑の周囲は淡褐色ないし灰

褐色斑となっている。焼きはややあまいが、全体と

して弥生式土器に通じる軟かさである。とくに丸太

の隙間付近では良好な結果を得た。しかしこの追試

においても、中央部は比較的燃焼がすすまず、中央

部の上器を点火後 2時間たらずの段階で周辺へ寄せ

る必要があった。本来最も高温になるべき中央部ヘ

の、燃焼初期における空気供給についてなお改善の

余地があるということになる。

なおこの追試では覆い焼きも併行しておこない、

粘土等の違いによる発色などについて知見を得た。

高槻市内では、大蔵司遺跡の青灰色粘土は濃赤褐色、

-12-



郡家本町付近の灰褐色粘土は赤褐色、郡家川西付近

の灰褐色粘土は赤褐色～責褐色、東大阪市山鹿遺跡

の暗青灰粘土は赤栂色、東大阪市立博物館付近の茶

褐色粘土は茶褐色、池上遺跡の黄褐色粘土は淡茶褐

色系に、それぞれ発色した。また土器の温度が 300

℃程度のときに水をかけると、いちじるしく赤変す

ることがわかった。なお、温度 500℃程度の段階で

青い松葉中に投入した土器は、瓦器と同様の暗青色

を呈した。ヘラ磨きの部分は光沢を有し、内面は灰

白色である。参考までに記しておく。これらの土器

には、粘土に砂を混ぜないで製作したものがかなり

ある。その場合でも、成形にはとくに不都合はなか

ったが、採取したままでいったん乾燥させずにその

まま小石等を取り除いて使用したものはねばりに欠

け、成形に時間がかかった。

さて、追試の結果、野焼き焼成で得た土器は弥生

式土器に近似したものであった。このことについて

は、土中にある素焼きの上器の長年月にわたる経年

変化を測定する手段がないために単純な比較はでき

ないけれども、非常に保存状態のよい土器のなかに

は、復元土器と極めて近似する焼き 。色調を有する

ものもある(例、瓜生堂遺跡出上の完形の手焙形土

器 )こ とから、今回の追試において、燃焼温度・時

間等焼成の基本的条件は満たしていると思われる。

しかしなお燃焼効率に問題があり、多量の燃料を必

要とするうえ、焼きあがりが一定でない。これら燃

焼中の空気の供給、土器の周囲からの均等な加熱な

いし保温を効果的におこなう方法としては、薪・丸

太を井桁に組んだなかで土器を焼成することが考え

られる。

現在なお、おこなわ″Qヽる窯を用いない土器焼成

にはさまざまな形態がある。東南アジアについて

みれば、タイのチェンマイ周辺では薪の上に土器を

おき、ワラでおおって灰をかけてから焼成する。マ

レーシアのペラ州クアラカンサー、インドネシアの

サワラク州クチン周辺では薪の上に土器をおき、薪

・木の枝を上器にたてかけるようにおおって焼成す

る例がある。インド・ネパールにおいても、こうし

た焼成法がおこなわれているという。これらの例は、

土器を周囲から加熱する点では共通しているけれど

も、灰やワラ、粘土等の保温材を用いる覆い焼きに

類するものと、そうでないものとに大まかに分けら

れる。前者は、使い捨ての窯ともみることができ、

野焼きと窯との中間的な形態であるとすれば、後者

のなかにさきの要件を満たすものがないか、という

ことになる。

そこで参考になると思われるのは、中華民国ラン

島におけるヤミ族の土器焼成法である。ヤミ族は、

報告によれよ 2本の丸太を、間隔をおいて平行にな

林 、白こ直交して多数嘘 ならべる。その上に麻

を交互に 2本ずつ、土器をいれる空間をのこして、

井桁に組む。薪は 3～ 4段ずつ積みあげられ、その

高さは約60働になる。」土器の上は太めの薪ておお

い木枝を積みかさねて、井桁の周囲には薪をたてか

け、最後I虫 上削こカヤ・木枝をのせて、これらに点

火する。点火後、若千の薪を足したりするが、約50

分ほどで上器をはさみだして放置し、叩いて音でで

き具合を調べ、水漏れがないか確かめてできあがり

である。

この例では、ベースをすのこ様とした井桁のなか

に土器をおくことで、周囲からの方日熱および空気の

供給を確保している。しかも上方に点火することで、

間に薪があるために点火後ただちには炎が直接土器

にあたることはない。燃焼初期における土器および

その付近の温度上昇は、比較的やわらげられること

になる。カヤ等の灰の保温効果もみのがせない。こ

れは、予熱を必要とせずに、しかも効率よく焼成を

おこなえる点ですぐれた方法である。

このヤミ族の例をただちに弥生式上器に結びつけ

ることはできないとしても、弥生式土器の焼成がこ

れに似た方法でおこなわれた可能性は高いと考えら

れる。

すなわちまず地面を掘りくばめ、あるいは斜面を

削って平坦として、ここに 2本の丸太をわたす。こ

の上に薪を直交させて密にならべ、ベースとする。

そして中央に土器をいれる空間をのこして、薪を 2
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本ずつ交互において井桁を組む。高さは焼く土器の

数に応じて、土器より高くなるようにする。このな

かに土器をいれる (必ずしも正立している必要はな

く、積みあげたり大きい土器のなかに小さい土器を

いれることもあっただろう )。 上器をいれおわった

ら、薪をならべて土器をおおい、本の枝などを積み

かさねる。そして薪で組んだ井桁にたてかけるよう

に薪を周囲におき、上部にこれらをおおうようにカ

ヤをおいて、これに点火する。

このとき、燃焼とともに薪や上器は土装内に落ち

こみ、熾となって燃えつづける。しかし、焼成には

600℃ 以上の高温が 1時間程度維持されればよいと

考えられるから、必ずしも燃料が灰になって鎮火す

るまで待つ必要はないともいえる。つまり焼成に必

要な時間が経過したと判断した時点で、土器をとり

だして冷却を待ち、
工方薪等の熾は土をかけて消し

てしまうことも十分ありうる。この場合には、土壊

中にかなりの量の消し炭ができることになる。燃料

が完全に灰になった場合には黒斑ができないことや、

燃料の有効利用、木炭の有用性・多用途性などを考

慮すれば、こうした方法がとられた可含〕陛は高い。

いずれにしても、こうした土器製作・焼成は生活

カレンダーのなかに組みこまれたかたちでおこなわ

れていたことであろう。水稲採培の季節的周期性が

どの程度生活を規制していたか知るよしもないけれ

ども、少なくとも4月～10月 の間は農業労働が加わる

うえ、天候も不安定であり、狩猟や林間の作業には

適さない。反面また木材は9月 ～ 3月 頃に伐採した

ものが使用上すぐれているということは、木器の材

や住居の建築材の伐採等が主に秋・冬におこなわれ

たと推定することを妨げない。同時に燃料の伐採・

採集がおこなわれたとすることは、木の枝
。カヤ等

は枯れていた方が有利であることと符合する。一方、

土器自体に粗圧痕や底面の木棄痕がみとめられるこ

とは、両者の併存する時期に土器製作がおこなわれ

ていることを示すと考えられる。これらを勘案すれ

ば、土器製作はすでに採取してある粘上を用いて

秋におこなわれ、焼成は晩秋から初冬におこなった

とみるのが妥当であると思われる。

以上、昭和54年 2月 と昭和 55年 10月 におこなっ

た実験をもとに、弥生式土器の製作・焼成における

者子の問題を検討してきた。ここで得た見通しはし

かし、技術論的な側面であって、生産
。消費の問題

については今後の課題である。
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関西大学考古学研究室『 大師山』 河内長野市教

育委員会 1977年

『 安満遺跡発掘調査報告書 』 高槻市教育委員会

1977年

篠族制陶工芸之咲合考察対ヽ組「記云南景洪篠 族慢

制陶工芸」『 考古』 1977年 4期

宇野文男「バシー文化圏における土器づくり」

『 季刊人類学』 5-1 1974年
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5 弥生時代住居の復元

高槻市立埋蔵文化財調査センターでは、開館 5周

年記念事業として『 郷土を知る文化財展』を、昭和

55年 10月 17日から 10月 26日までの 10日間開催

した。今回は、高槻市内の遺跡から出土した遺物・

遺構を主として、旧石器時代から江戸時代に至る歴

史を一日でわかるよう展示する‐方、古代の人々が

どのような家を住居としてきたかを理解するために、

実物大の堅穴住居を復元した。

堅穴住居は、現在、全国で約 150棟程度復元され

ているが、復元にあたってのすべての共通点は、壁

の高さと屋根に使用された材料について、考古学か

らの適切な物証が得られていないことである。今回、

こうした状況の中で復元住居のモデルに選ばれたの

は芝谷遺跡の 12号堅穴住居址である。 時期は弥生

時代中期末のものである。この住居址が多数の遺構

の中から選ばれた最大の理由は、火災を受けて火の

廻りが速かったらしく、住居内で使用されていた用

具が持ち出されずに、当時のまま残されていたから

である。しかも、床面には建築材が多数炭化 した状

態で残り、板壁材の高さ等についても推定できたか

らである。出土した遺物は、土器 48点、鉄器 2点、

石器 1点である。

この12号堅穴住居址は、平面形が一辺約 52の円

形に近い隅丸方形を呈し、周壁の高さは約 0.3η を

測る。床面の柱穴は 5ケ所に認められた。特に中央

の柱穴は他の柱穴と比べて大きく、しかも深く掘ら

れていた。周溝はわずかな範囲しか検出されなかっ

たが、その他の地点では小さな浅い柱穴が約 1物間

隔で検出されており、板壁および垂木を支えるよう

な構造になっていたことが推測され亀 まな ■方の

外辺部には、垂木の端を固定したと考えられる柱穴

が検出されている。

復元に使用した資材は柱・垂木材として長さ4″

の皮付杉丸太50本、屋根の下地材として長さ42の

竹 100本、屋根材としてカヤ 200東 (約 1す )、 板壁

材として長さ 1.6ηの杉板 120枚、その他荒縄
。麻

紐などである。これらの資材の収集から住居の完成

まで、8人の男性で 10日間を費した。しかし、集め

た材料はすぐに使用できるものばかりであって、本

来、本を伐採したり、カヤを刈る人数や運搬に用い

た人数などは加算されていない。

堅穴住居の復元作業は、発掘で明ら力Чこなった考

古学事実にできるだけ忠実におこなった。第 1段階

は、平面形を地面上に描き、0.3η掘り下げて床面

とし、JF土 (約 8″ )は雨水流入防止用の堤として、

周囲に平均して積み上げた。なお、入口想定部分は

除く。第 2段階としては、床面に屋根を支える4本

の柱を建てる。約 1.5″ の高さに丸太で 4本の柱を

固定し、足場とする。そして、床面から高さ約 3物

のところで丸太を井桁に組む。その後、屋根組を作

るため周囲から横木に垂木を放射状にかけ渡す。垂

木の下端は、雨水の関係から堤より外側に少し出し

ておき、周囲に配した横木に垂木を固定する。中央

の心柱は、入母屋の横木を支えるためまっすぐで長

い材を使う。横木は、この心柱と、井桁の 4隅から

の斜材によって、縄でしっかり固定する。第 3段階

としては、カヤを葺く準備として、垂木に青竹を適

当な間隔で固定する。この竹はよく乾かしたものを

用いる。細いものはそのままで、太いものは半我し

て使用する。屋根の四隅はそのまま用いずに半我し

たものを曲げ垂木に固定する。第 4段階としては、

東ねたカヤを屋根下端より上方に葺き上げる。カヤ

は約 20切程度の厚みをもたし、3分の2以上が被さ

るようにする。カヤの固定は切り込みを入れた竹で

挟み込みながら、下地の竹に固定する。その際、さ

し手と受け手の 2人で作業を進める。これは、ワラ

葺きの昔の屋根作りと同じ方法でおこなった。特に

棟屋根については、太いカヤ束で芯を作り、それを

被うようにカヤを葺く。その後、カヤの端を整えて

できあがる。最終段階としては、住居内の板壁を設

ける。周壁に沿って溝を掘り、板を落し込んで垂直

に立てて、ところどころに杭を打ち込んで竹を両側

からあてて紐で固定する。杭は屋根の下地に固定す
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る。このようにして復元を完了した。

今回の復元で問題を残したのは入口である。入口

の構造が不明なため、推測による復元をとった。一

方、入口周壁は復元時の出入で周壁の役目を果さな

くなった。これは板で補強するなり、板戸の受けが

あったりすることを考えねばならないであるう。

住居内の利用については、遺構・遺物から推測さ

れるように炉および心住を中心に四分割使用が適当

である。■方、 4本柱の上部に板や紐などで物を置

くなり、吊るなりすれば平面の空間利用度は高くな

るものと考えられる。また、壁際の空間は、これま

で考えられた以上に人が立って歩ける空間の存在が

明らかとなった。板壁については、芝谷遺跡での検

出例からもうかがえるように周囲をめぐっていたこ

とがわかったが、これは、住居内の保温などに役立

つほか、板壁を工夫すれば板壁と屋根との空間をも

利用できる状況であった。一方、調査に際して、普

遍的にみられる住居の拡張は比較的容易にできうる

可能性を秘めていると考えられる。また、住居建設

の材料の入手は、すべて秋以降の時期と考えられる。

建設時期の推定は1年サイクルの時間的経過が必要

と推測される。

以上のようなことが明らかとなったが、考古学的

所見から上部構造の推定・復元するについて、全体

的には十分可能であるが、個々の詳細についてはい

まだ解決されない点が多く、調査時の丁寧な作業と

観察が必要であろう。
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Ⅱ 埋 蔵 文 化 財 の 調 査

1.嶋 上郡衛跡

所 在 地 高槻市清福寺町 876

調査面積  8開 ″

調査期間 53年 2月 17日 ～ 4月 10日

調査経過

史跡「嶋上郡衝跡」の1防、式脚 クσ附牡け

ぐ西隣にあたる。この周辺では、これまでに大阪府

・高槻市教育委員会が数度にわたって調査を実施し

ており、弥生時代から平安時代にかけての遺構を検

出している。

今回、分譲住宅の建設が計画されたため、関係者

と協議の結果、発掘調査を実施することになった。

離  ・封霊宅勿

耕土 (0。15の 、床土 (0.3″ )、 暗褐色土層

(0.6物 )、 黄灰色土層 (地山)と堆積 し、地山は

挙大の礫を含む。検出された遺構は弥生時代の方形

周溝墓 1基、古墳時代の竪穴式住居址 6棟、奈良時

代の建物跡 。溝等がある。

弥生時代の方形周溝墓は一部を検出しただけで、

周溝は幅 1″、深さ約 0.3物を測る。規模は不明で

あるが、台状部には長さ 2.2物 。幅 1物の上拡を検

出した。周辺から出土している周溝墓との関連から

弥生時代中期のものであろう。

古墳時代の竪穴式住居址は調査地区の北東部から

南側中央部にかけて 1～ 2″の間隔をもって検出さ

れ重複関係はない。いずれも方形プランを呈し、規

模は大体―辺 4″程であるが、 1号住居址のみ一辺

1.6筋である。中央部には炉らしい掘り込みと周壁

下に貯蔵穴状の落ち込みがみられる。また、2号住

居址は 4回の拡張が認められる。

奈良時代の遺構は多数の柱穴が検出されたが、確

認できる建物は 4間 X4間の倉 1棟のみである。掘

り方の一辺が 0.8筋を測る方形の柱穴で根石かみ ら

れた。

遺物には後期の縄文式上器をはじめ奈良 。平安時

代の須恵器・土師器までが出土した。

各住居址からは庄内併行期から布留式土器までが

出土 している。また、金環も1個、暗褐色土層から

出土している。

所 見

阿久刀神社周辺では、これまでにも弥生時代後期

から古墳時代の竪穴式住居址が多数検出されている

が、今回の調査でさらにその数を増やしている。こ

の地区の背後には弁天山古墳群がひかえており、古

墳と村落の関際を考えるうえで貴重である。鯖 本)

2.嶋上郡衛 跡

所 在 地 高槻市川西町 1丁目22

面  積  2,591,48″

調査期間 53年 4月 3日

調査経過

史跡 口 衝囲 の南方約600わ地点であり、

レス トランの建設が計画されたので関係者と協議の

結果、発掘調査を実施した。

遺構 。遺物

調査は 10″ X2物の トレンチを設定して行なった

が、層序は盛土 (1物 )、 旧耕土 (0.2″ )、 黄灰

色粘土層 (地上)で遺構・遺物は検出されなかった。

所 見

嶋上郡行関係の遺構の南限を知ることができた。

(橋本 )

3.嶋上郡 衛 跡

所 在 地 高槻市チII西町 1丁目 771-2・ 3

面  積  330.63″

調査期間 53年 4月 24日 ～ 25日

調査経過

史跡 Π鳴上部衝開 の東側に隣接したところで、分

譲住宅の建設が計画されたため、関係者と協議の結

果、発掘調査を実施 した。

遺構 。遺物

層序は盛土 (1物 )、 旧耕土 (0.2の 、床土 (0.05

″)、 暗褐色土層 (0.4″ )、 黄褐色含礫土層 (地
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山)と堆積する。調査区の南側を旧西国街道が通っ

ているため山陽道の一部が検出されるかと考えられ

たが、その形跡はまったく認められなかった。遺構

としては不定形土壊を 2基検出したが墓かどうか不

明である。

所 見

郡行関係の遺構がこの付近までは拡がっていない

ことがわかった。 り胡D

4.嶋上郡行跡

所 在 地 高槻市清福寺町 915-8番地

調査面積  128″

調査期間 昭和 53年 5月 16日～ 5月 31日

調査経過

当該地は、史跡「嶋上郡衛跡」の東側に隣接して

いる。周辺地域のこれまでの調査では弥生時代中期

の方形周溝墓などが検出されている。今回個人住宅

の改築に先立って、発掘調査を実施した。

遺構・遺物

層序は盛土 (0.4″)、 旧耕土 (0.1物 )、 床土

(0.1物 )、 黄褐色土層〔整地層〕 (0.1物 )、 黒

褐色土層〔遺物包含層〕(0.25″ )、 暗褐色含礫

土層(地山)となる。

遺構としては、土壊 1基、若子のピットおよび清

状遺構がある。土壊は長軸をほぼ東西におき、長径

1.5″、幅 0.8″ 、深さ0.3物を測る。

遺物は、いくつかのビットから弥生式土器の細片

が出土している。

所 見

溝状遺構は当初住居址の周溝とも考えられたが、

周辺を精査した結果、住居址とは認められなかった。

調査区が狭少であったためか、それ以上の知見は得

られなかった。 (森田)

5。 嶋上郡衝跡

所 在 地 高槻市清福寺町 915-9番地

調査面積  208″

調査期間 昭和 53年 5月 16日 ～5月 31日

調査経過

当該地は、史跡「嶋上郡行跡」の東側に隣接 して

いる。周辺地域のこれまでの調査では弥生時代中期

の方形周溝墓などが検出されている。今回個人住宅

改築に先立って発掘調査を実施 した。

追 構

層序は、盛土 (0.6物 )、 旧耕土 (0.15″ )、

床土 CO.1″ )、 黄褐色油質土層〔整地層〕(0.15

η)、 黒褐色土層〔遺物包含層〕(0.25″ )、 暗

茶褐色含礫土層〔地山〕となる。

遺構としては、弥生時代後期の住居址 1基と、時

期不明の_LA墓 1基、及び若干のピット等がある。

住居址は 1部を検出 しただけであるが、 1辺 7.2″

前後を測る、やや規模の大きい方形住居址である。

土壊墓は長軸をほぼ東西方向にとり、長さ1.8物、

幅 0,95″、深さ0.5″を側る。

遣 物

遺物は土器のみで、住居址内の上墳及び住居址の

埋土から出土している。器種は、壺・台付壺・郭 。

高郭 。小形高郭・鉢などで、すべて弥生時代後期の

ものである。

所 見

周辺のこれまでの調査の結果、当該調査区一帯は

弥生時代中期の墓域と考えられてきた力ヽ 今回、弥

生時代後期の住居址を検出したことによって、新た

な集落が現出する可能性がでてきた。 (森田)

6.嶋 上 郡 衝 跡

所 在 地 高槻市清福寺町 314-3

調査面積 86.27″

調査期間 53年 5月 18日

調査経過

史跡 馳島土郡衛」の北側に接し、現状は宅地であ

る。個人の店舗付住宅が建設されることになったの

で関係者と協議の結果、発掘調査を実施することに

なった。
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遺構・追物

調査は東西 1.5″ ・南北 5″のトレンチを設定し

て実施した。層序は盛土 (1物 )、 旧耕土 (0.2物 )、

床土 (0,05協 )、 暗褐色土層 (0.2物 )、 黄灰色含

礫土層 弛 山)である。暗褐色土層から土師器片が

若千出土したのみで、遺構は検出されなかった。

所 見

調査範囲が狭小であるため周辺の遺構との関連を

追求できなかった。 (橋本 )

7.嶋上郡衝跡

所 在 地 高槻市郡家新町 361

調査面積 44″

調査期間 昭和 53年 5月 18日 ～5月 31日

調査経過

史跡・嶋上郡衝跡の西南方約 150″ に位置する。

個人住宅の改築が予定されたため、発掘調査を実施

した。調査は東西 7″ 、南北10解のトレンチを設定

して、土層の観察・遺構の有無を確認すべく実施 し

た。

遺構・遣物

層序は、盛土 (0。 1″ )、 旧耕土 (0.2″)、 灰

褐色粘土層 (0.04″ )、 黄灰色粘土層 〔地山〕とな

る。調査区の大部分の地山は、後世、郡家新町に存

在した瓦屋の原材料として採集されているところか

ら、遺構・遣物は検出できなかった。

所 見

当調査区の東側でみられた硬くしまった砂層が検

出されると思われたが、全くみられなかった。これ

は、旧石器時代の地山のあり方に原因があるう。

(冨成 )

8.嶋上郡衛跡

所 在 地 高槻市郡家新町 235～ 2・ 237-3

調査面積 720″

調査期間 昭和 53年 6月 5日～ 6月 20日

調査経過

当該地は市道辻子―下ノ回線と西国街道が交差す

る地点から南約70″のところである。今回、分譲住

宅の建設が予定されたため、事前に発掘調査を実施

した。

遺 構

層序は耕土 (0.2″)で、包含層はなく、すぐそ

の下は黄褐色粘土層〔地山 〕になる。地山面の高さ

は、西側で標高 14.5物 。東側で 142物を測る。

検出した遺構は、弥生時代後期の方形周溝墓 6基、

土躾2、 期 後期の円墳 1基と甕棺 1基である。

弥生時代の方形周溝墓群は、 1辺 3～ 4″の小さ

なもので、すべて溝を共有 しており、溝は幅約 0.5

～ 1″・深さ約 0.2～ 0.3ηを測る。検出した方形

周溝墓は、削平されaヽ るためか主体部らしき痕跡

はまったく認められなかった。

土装は、3号方形周溝墓の】船Jで検出され、規模

は長径 1～ 1.2解・短形 0.8″・深さ0.15～ 0.2″

を測る。

古墳時代の遺構としては、径15物の円墳を調査区

中央で検出したが、北半分は調査区域にあり、全貌

については不明である。周濠は幅 1～ 2.5η ・深さ

0。 1～ 0,3物を測る。甕棺は円墳の西濠肩に位置し、

掘り方は径 0.6″・深さ0.2物を測る。

遺 物

方形周溝墓の周溝内からは、弥生時代後期後半の

風化の著しい壼 ,高杯・甕片が出土 しているが、完

形品に復元できるものはない。

古墳の周濠内からは、埴輪・須恵器片が少数出土

したが、いずれも細片のものばかりであって、完形

に復元できたものはない。埴輪を器形別にみると、

円筒埴輪よりも盾などの形象埴輪の方が多い。須恵

器は蓋郭・高郭 。平瓶 。壺・甕などがあり、時期は

6世紀後半に比定される。

所 見

今回の調査地は、西国街道南側一帯に分布する川

西古墳群の中央部|こ位置する。調査範囲は狭小である

が、当古墳群で最初の円墳 (前方後円墳 ?)を検出

したものをはじめ、弥生時代後期の新たな方形周溝

墓群をも検出することができた。 (大船)
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9.嶋上郡行跡

所 在 地 高槻市郡家新町 360番 地

調査面積  1,137″

調査期間 昭和 53年 7月 8日 ～ 10月 17日

調査経過

当該地は昨年度の トレンチ調査によって、旧石器

資料を検出したところである。今年度は、旧石器出

土地点を中心にして、全面調査をおこなった。

遣構・遺物

今回新たに検出した遺物は、サヌカイト製の舟底

形石器 1点・掻器 1点 。剥片 430点余り、および礫

群である。そのうち石器類は、昨年度に調査したも

のを合わせると、舟底形石器 5点 (完形品 2点)・

掻器 2点・剥片 1,00(凍余りとなる。ところで、昭

和 52年・ 53年の調査結果では、国府型ナイフ形石

器 。翼状剰片・翼状剥片石核など、国府文化期を示

唆すべき資料がまったく出上 しておらず注目される。

さて、これらの遺物の出土状況をみると、剥片を

中心とするまとまりと礫を中心とする2ケ所のまと

まり、および径 1～ 5物の小さな礫が散在するとこ

るとに大別できる。前記の 3つのブロックには舟底

形石器や掻器が、それぞれかかわりあいをもって出

土している。また、遺構のすぐ西側に、遺構と同時

期にあったと考えられる深さ0.3～ 0.4″、幅 6～

7夕の旧河床を検出した。この旧河床は南南東の方

向性をもって流れており、遺跡の西端を限るもので

あろう。

所 見

今回検出した遺物は、調査区の北凍部の東西 11

″、南北 H物 の範囲の中からすべて出上しており、

その他の大部分のところからは検出されず、調査範

囲全体からみれば、遺物の出土状況は偏っている。

遺跡の拡がりについては、調査区域外の】躙Jおよび

東偵いこ続くものと考えられ、今回検出した遺構は、

追跡の南西部の一画と推定できる。 (森田)

10.嶋上郡行跡

所 在 地 高槻市郡家新町 350-4番地
-20-

調査面積  170″

調査期間 昭和 53年 ■月 14日～ ■月 20日

調査経過

史跡「嶋上郡衝跡」の西南方約 鉤0″のところで

ある。本調査K南東部の調査の折、旧石器時代の資

料が多く検出されたことから、その拡がりを確認す

べく調査をおこなった。

遺構 。遺物

層序は盛土 (0.4″ )、 旧耕土 (0.1″ )、 床土

(0.3″ )、 灰褐色醒 粘土層 (0.6″ )、 灰褐色

硬質砂層 (0。 1″ )、 以下褐色粘土層となる。しか

し、遺構 。遺物は検出されなかった。

所 見

旧石器時代の包含層である灰褐色粘土層を覆って

いる灰褐色硬質砂層を検出したが、灰褐色油ELSは

認められず、旧石器時代の遣構の拡がりは、当調査

区まで及んでいないと考えられる。 (森田)

11.嶋上郡衝跡

所 在 地 高槻市今城町 22-4

調査面積  1,978″

調査期間 昭和 54年 1月 5日～ 1月 7日

調査経過

当該地は本追跡の南限である国道 171号線 :こ面 し、

東側は市道下ノロー辻子線が水路を隔てて走ってい

る。今回、自動車工場内において、事務所の改築工

事が予定されたため、事前に発掘調査を実施 した。

遺 構

調査は建物予定地内に以前の基礎があることから

3物角のトレンチを 3ケ所設けておこなった。層序

は盛土 (0、 6″ )・ 耕土 (0,2筋 )。 床土 (0.1″ )

で、その下はすぐに黄灰色十層の地山になり、追構

・遺物はまったく検出することができなかった。

所 見

今回の調査範囲は狭少であったが、遣構・遺物は

まったく検出することができず、東側の沼跡検出例

と合せ、本遺跡の南限と考えられる。 (大船)



12.嶋 上郡行跡

所 在 地 高槻市清福寺町 781-3・ 790-2

調査面積 2閉 ″

調査期間 昭和 54年 2月 5日 ～ 3月 5日

調査経過

当該地は式内社阿久刀神社の東約 80物 のところに

に位置し、現状は水田である。今回、分譲住宅の建

設が予定されたため、時前に発掘調査を実施した。

遺 構

層序は耕土 (0.2″ )。 床土 (0.2″ )・ 暗茶褐

色土層 〔包含層 〕 (0.6″ )となり、地山は茶褐色

土層であるが一部に礫層の拡がりが見られる。

検出した遺構は、弥生時代後期後半の竪穴式住居

址 3基と土渡 3基および柱穴などである。住居址は

いずれも調査範囲が限られたため、大部分は調査地

区外にあって、規模等は不明である。住居址 1・ 2

では、 2回の建て替えが認められ、中央部に炉跡と

考えられる焼土がある。土壊は 3基 とも長軸を東西

方向にして、ほぼ並行関係を保って、調査区の北側

から検出された。土族の理十は窯褐負十で、出土遣

物はまったく認められなかった。

遺 物
暗茶褐色土層 〔包含層 〕より林生時代中期から奈

良時代に至る各種・各時代の土器が出土 した。これ

らの多くは細片ばかりで、完形に復元できたものは

少ない。また、北調査区の地山面rか らは、旧石器

時代の国層文化期に属するサヌカイト製の石核・剥

片が出土 した。

所 見

嶋上郡衝の北側一帯は、弥生時代から中世まで連

綿と続く住居地域である。今回の調査地は、住居地

域と予測されるJLA辺にあたるが、多数の竪穴式住

居の検出によって、集落地がさらに拡がるものと考

えられる。 (大船)

13.嶋 上郡行跡

所 在 地 高槻市清福寺町 898-1・ 902

調査面積  1000″

調査期間 昭和 54年 3月 6日～ 6月 1日

調査経過

当該地は史跡 。嶋上郡衛跡の北側境界線に接 し、

北側は府道郡家―茨木線が東西に走る。朔状は水田

である。今回、分譲住宅の建設に先立って、事前に

発掘調査を実施 した。

遺 構

層序は耕土 (0.3物 )・ 床土 (0.lη )・灰色砂

礫層 〔整rtle〕 (o.2η )・ 黄褐色ELS(0.2-0.4

″)。 暗掲色礫土層 (0.2″)。暗褐色礫上層 (0。 1

～0,2η )で、PLI山面は黄茶褐色土～礫層になる。

地山面の標高は 16.55～ 17.25 物を測 り、東側に

ゆるやかな傾斜地となっている。

検出した遺構は、弥生時代後期後半から12世紀

後半までの長期にわたる住居址・井戸・溝・柱穴・

落ち込み 。土壊・石敷などである。このような各時

代の遺構が重複 して密集する地域は、本遺跡でも北

半分に限られている。

弥生時代後期後半から6世紀末にかけての主な遺

構は、 16基の竪穴住居址である。その他、溝・土

器溜などがわずかにある。

奈良 。平安時代の遺構は、掘立柱建物跡・井戸・

溝などであり、調査区全域から検出 される。掘立住

建物跡の分布は、大きく井戸 1・ 2を中心とする北

グループと、井戸 3を中心とする南グループに分け

ることができる。またこれらの建物は、柱通りと重

複関係によって最低 6群に分類される。

鎌倉時代の遺構は、石組井戸・石敷・掘立柱建物

跡と多数の柱穴である。建物跡はあまりにも規模が

小さく、建物自体の規則制が顕著でないこともあっ

て、明確に建物跡を決めることができなかった。

遺 物

出土した遺物は、各時代の遺構が密集することも

あって、膨大で多種多様なものがある。しかし、そ

れら多くの上器片
`訴

口片であって、完形に復元でき

たものは少ない。

この調査区で最も古い遺物は、柱穴から出土 した

大形蛤刃石斧であろう。その他、代表的な遺物を列
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記すれば、井戸 2出上の黒色土器・桃の種子・高野

槙の井戸枠 ・石組井戸出上の軸受け石などがある。

所 見

史跡境界線の外側ではあるが、各時代の重要な遺

構が多数重複して検出された。特にこの地区は弥生

時代から連綿と続く住居地域であったらしく、嶋上

郡衝がどのように成立・衰退していったか、知るこ

とが出来る。 り翰D

14.嶋上郡衛跡

所 在 地 高槻市郡家新町 313-1

調査面積  717″

調査期間 昭和 54年 3月 24日～3月 26日

調査経過

当該地は市道辻子―下ノ回線と肝道郡家―茨木線

が交差する南西隅のガソリン給油所である。今回、

給油所の上屋の建設が予定されたため、支柱の基礎

になる部分について、発掘調査を実施した。

遺構 。遺物

上屋の支柱は4ケ所であり、基礎の掘り方は 1辺

1.3″である。南側の莞住 2ケ所は、以前の工事の

際に撹乱を受けていたため、北側の支柱 2ケ所につ

いてのみ、調査をおこなった。層序は盛土 ( 1.1

″)・ 耕土 (0.3解 )・ 茶褐徹十層 (0.2解 )〔 包

含層〕・黄褐色土層 〕でる。今回の調査は、調査範

囲力汐F常に限られたため、遺物・遣構の検出は認め

られなかった。

所 見
本調査区一帯は、弥生時代後期後半から奈良時代

にかけての居住地域になっていたところである。今

回は調査範囲が限られたため、遺構・遣物の検出が

認められなかったが、茶褐色土層の厚い堆積は、付

近に住居址等の存在を示唆するものであろう。 (大

船)

15.嶋上郡衛跡

所 在 地 高槻市郡家新町 151-2番地

調査面積 5斃 ″

調査期間 昭和 54年 3月 5日 ～ 9日

調査経過

当該地は史跡 。嶋上郡行跡の西南方約 350″の

ところで、旧西国街道の南約 40物に位置している。

丁度郡家川西遣跡と郡家今城遺跡の中間にあたる。

遺構 。遺物

調査は幅 4物、長さ10%の トレンチを設定して

おこなった。層序は盛土 (0.3物 )、 灰褐色粘土層

〔整地層〕 的 0.3″ )・ 灰褐色粘質土層〔整地層〕

鮮門。4物)。 暗灰色ないし灰白色粘劃冒〔地山〕

となる。追物包含層はみられず、遺構も検出できな

かった。整地層中から若子の須恵器片や土師器片が

出土している。またわずかではあるが、炭や灰も検

出している。

所 見
当該調査区の北方約 130″の地点で、旧石器時代

の遺構が検出されているが、今回の調査ではみられ

なかった。また他の時期に該当する遺構もなく、両

追跡の外辺部にあたると考えられる。 (森田)

16.嶋 上郡衛跡

所 在 地 高dfF清福寺町 855-1・ 2-3番地外

調査面積 741″

調査期間 昭和54年 9月 17日 ～ 10月 30日

調査経過

当該地は、史跡 。嶋上郡衛跡の北東隅部に隣接

しており、以前に南側の調査地から住居址郡が検出

されるなど〔遣構 。遺物が良好に保存されていると

ころである。今回個人住宅建設に先立って、発掘調

査を実施した。

遺 構

主な層序は、表」冒 (0.1脇 )・ 黄褐色J雷 〔盛

土〕 (0.4物 )・淡茶灰色十層 (0。 2″)。 淡黄灰

俸̀十層 (0.2解)・ 淡茶褐色十層 (0.2～ 0.3物 )

〔以上整地層 〕・茶灰色砂質土層 C一部)〔中世包

含層〕 (0,2″)・ 灰褐色砂質土層 C一部)〔整地

層〕 (0.02～ 0.1″ )・黄灰褐色砂質土層 〔古墳

時代の包含層〕 (0.2～ 0.3″)・ 灰褐色砂質土層
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〔弥生時代後期 古ヽ墳時代初頭にかけての包含層〕

(0.1～ 0,2″)・ 茶褐角十層〔弥生時代中期の包

含層〕 (0.1～ 0,3″ )。 暗茶褐色土層 〔無追物・

堆積土層〕 CO.2～ 0.5%)・黄褐色礫土層 軸 山〕

となる。遺構としてtよ 弥生硼 期の円形土壊 1基

・土壊4基・落ち込み2ケ所 。不定形溝状遺構、同

じく後期の住居址 1基・土壊3基・古墳時代前期の

住居址 1基、溝などがある。さらには、歴史時代の

遣構として、石組み井戸 3基がある。1基は鎌倉時

代で、もう 1基は江戸時代中頃以降、残りの1つは、

近世末～近代にかけてのものである。遺構のうち、

弥生時代中期の円形土壊は、住居址になる可能性が

ある。

遺 物
出土した遣物は多く、縄文時代～江戸時代にわた

ってのものが出土している。縄文時代では、船橋式

上器 1片を検出している。弥生時代では、中期の上

器 (壷・甕・鉢・高郭・水差し)と石器 (磨製石鏃

・石庖丁・扁平片刃石斧・剥片石器)及び紡錘車が

検出されている。後期の遺物としては、甕・鉢 。高

郭などの上器類が主である。古墳時代の遺物として

は、古式上師器、須恵器などがある。鎌倉時代では

井戸から出土した、土師器・瓦器・陶磁片などの上

器類をはじめ、人形・曲物などの木製品がある。江

戸時代では、やはり井戸から出土した備前焼片・機

瓦片・急須・竹製杓・墨書のある祭ネE用の本柱など

がある。木柱は現存長 33翻・太さ44効で、断面 6

角形を呈す。頂部は中ふ部をやや高くして、燕b状

に三角形の面を6単位つくっている。また、縦方向

の各面も数ケ所に刃物で区切りをつけて単位面をつ

くっている。墨書はこれらの単位面に 1～ 2字を記

している。頂部には右回りに「標」・「空」 。「風」

・「火」・「水」 。「地」と記 している。縦の各面

には、上から「姜」 。「太」 。「公」・「在比」と

記し、それ以下は腐蝕のため一部を除いて、殆んど

判続できない。例えば、頂部の「火」の面に対応す

る縦の面で「従回」、「水」の面に対応する縦の面

で「口無」と読めるくらいである。

所 見

方生時代中期に属する遺構・遺物が顕者に認めら

れ、郡家川西遺跡における居住地域を推定できるよ

うになった意義は大きい。また清福寺町に拡がる中

世遣構の南限を示す包含層も検出できた。 鯨 田)

17.嶋上郡衛跡

所 在 地 高槻市清福寺町 898-3番地

調査面積 165″

調査期間 昭和 54年 4月 19日 ～5月 25日

調査経過

当該地は、史跡・ 嶋上郡行跡の北側約 劉協に

位置し、これまでの周辺地区の調査によって、追構

が濃密に分布する地域として知られている。

遺 構

検出した遣構は、林生時代の住居址 2基、落ち込

み 1ケ所、古墳時代の住居址 1基、溝 2本などであ

る。住居址 1は、1部が調査区域外にあるものの 1

辺約 5ηの方形住居址に復元出来る。時期は弥生時

代後期であろう。もうと基の住居址は 1部を調査し

たにすぎないが、側溝からやはり後期の土器片を検

出している。落ち込みは 5物 ×5″の扇形になり、

中央部に炭と焼け上の拡がりを認めた。古墳時代の

住居址は 1辺約 7.4″を測る方形のものである。南

辺部中央で、2つの方形ピットを検出している。溝

はいずれも掘り方のしっかりしたもので、6世紀後

半に比定できるものである。

遺 物
遺物としては、弥と土器、須恵器、土師器などの

上器類が主で、完形に復せるものはない。いずれも

現位置をとどめておらず、2次堆積のものである。

所 見

予想されたように、多くの遺構を検出したが、良

好な包含層の割に、まとまった遣物は出土しなかっ

た。それは各時期にわたり削平や整地がくり返され

たことによるのであろう。 (森田)
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18.嶋上郡衛 跡

所 在 地 高槻市清福寺町 316-1

調査面積 2開 ″

調査期間 昭和 54年 5月 15日～6月 5日

調査経過

当調査地区は式内社阿久刀神社の西に位置し、周

辺部のこれまでの調査では弥生時代から平安時代に

かけての追構・遣物が検出されている。今回、個人

住宅が建設されることになり、これに先立って発掘

調査を実施 した。

追構・遺物

約 0.5″の盛土を除去すると、旧耕土 (0.1物 )、

床土 (0.05″ )、 褐色土 (0.3物 )と堆積し、地

山は礫を多く含む黄褐色土である。

調査区の東側に深さ0.4″の南北方向の溝を検出

した。幅は不明である。内部から備前焼橋鉢・中国

製磁器等が検出された。

所 見
検出された溝は、現在すぐ東側に存る水路の前身

とみられる。遺物類は室町時代のもので、郡衝北方

に営まれた中世集落の一端とみられる。 (橋本 )

19.嶋上郡衛跡

所 在 地 高槻市郡家新町 228・ 234

調査面積 3,014″

調査期間 昭和 54年 7月 3日 ～8月 8日

調査経過

当該地は西国街道 (旧山陽道 )と市道辻子―下ノ

回線の交差点より南約 80″下った西側に位置する。

現状は水田である。今回、資材置場の建設が予定さ

れたため、事前に発掘調査を実施した。

遣 構

層序は、削平されているために床土・包含層は存

在せず、耕上下はすぐ黄褐色土層 〔地山〕になる。

検出した遺構は、調査区全域にわたって認めらオ仏

大別して弥生時代後期後半のものと古墳時代前 。後

期のものがある。

(1)弥生時代の遺構

・方形周溝墓 調査区の中央部北側に位置する。規

模は南北辺 6.3物、東西辺 5″を測 り、南北に少 し

長い。周溝は幅 0.5～ 1″・深さ0.2～ 0.25″を

測り、ィ巡していたと考えられる。

・溝 1 調査区を南西隅に向けて縦走する幅 0.5～

0,7物・深さ0.25物の長いU字溝である。

・溝 2 溝 1.の西側を並行して走る幅 0.2″・深さ

0,05″ の溝で、溝底が部分的に追存 している。

・溝 3 調査区の南東部に位置する。規模は幅 1.8
″・深さ0.3解を測り、南東方向に向ってゆるやか

に優斜している。

(2)古墳時代の追構

。円墳 調査区の中央北寄に位置する。墳丘の規模
は径 8.4″とはぼ円形であり、周濠は幅 1～ 2″ 。

深さ0.3～ 0.45″を測り、北側には 3ケ所の突出

した浅い掘り込みがある。

・方墳 1 調査区の北東隔で検出したが、大部分は

調査区域外にあり、規模等については不明である。

周濠の幅は約 6″・深さ0.5″を測る。

・方墳 2 調査区の中央部にあって、南側半分が一

段低く削られているところから、全貌については不

明である。墳丘の規模は、東西辺 7″・南北辺 8.4

物を測り、少し南】いこ長い。周濠の幅は 1.9～ 2.8

″・深さ0.2%を測る。

・方墳 3 方墳 2の南側に位目し、北濠は方墳 2の

南濠を新しく切って掘られている。墳丘の規模は、

東西辺 5.6″ 。南北辺 6.4″を測り、少し南北に長

い。周濠の規模は、幅 1.5″～ 2.8″・深さ 0。 1″

～ 0。 15解を測る。

・方墳 4 方墳 3の南側に位置し、西側の一部は調

査区域外にあり、全貌については不明である。墳丘

の規模は、東西辺 9.1″ 。南北辺 10.7解を測り、

少 し南北に長い。周濠の規模は、幅 2″～ 4.2″・

深さ0.1″を測る。

・副方後方墳 1 調査区の中央部にあって、後方部

の大部分が調査区域外にある。墳丘の規模は、前方

部幅 6″ 。前方部長さ7.5物、クビレ部幅 4″ 。後

方部幅 13.5%を測る。周濠の規模は、幅 1.1″ ～
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5.7″・深さ0.2～ 0.6解を測る。

°日J方後方墳 2 調査区の北西隔に位置し、後方部
の一部は調査地区外にある。墳丘の規模は、前方部

幅 6.5″ o前方部長さ7.4″・クビレ部幅 3.8″・

後方部幅 14″を測る。周濠の規模は、幅 1～ 6.7

″・深さ0.2%を測る。

・土器棺 円墳の北西部に位置する。掘り方の規模
は、径約 0.6%のほぼ円形を呈 し、深さ0.4物を測

る。土器棺は鉢形土器の日縁部を上下に2個体合せ、

掘り方の南側に寄せて据えられていた。

・ 自然流路 調査区の南側に位置し、西方から蛇行
しながら東流する大きな水路である。流路は■定し

ておらず、幾度か方向を変えたためにその幅も1.5

″～6″と■定していない。また、深さも0.6″～

1″を測る。

遺 物

出土 した遺物は、弥生時代後期後半の追構に伴う

遣物から、水田開醒時の整地にあたって混入したも

のまで長期にわたっている。その他、出土した追物

の特徴を列嘩すれば、国府型ナイフ形石器・削器・

剥片が中央部落ち込みから出上した。また、縄文時

代の石鏃2点も付近から出土している。弥生時代後

期後半の遺物は、ほぼ全域から出土 したが細片ばか

りである。古墳時代の追物は少なく、埴輪は方墳 1

と前方後方墳 2の 2基からのみであり、その他の周

濠内からの出土追物はほとんどない。下方、奈良時

代以降に属する須恵器・灰釉陶器・瓦・瓦器片は調

査区の南側整地から出上した。

所 見
西国街道より南側一帯は、弥生時代から墓域にな

っていたらしく、住居等に伴う遺構は今回もまった

く検出されていない。今回、調査した地区は、川西

古墳群のなかでも中心部に位置し、調査区全域から

7基の古墳跡を検出した。古墳跡はいずれも盛土が

削平され、周濠のみしか遣存しないもので、埋葬施

設等もほとんど不明である。特に今回検出した前方

後方墳 2基は、同規模で並存関係にあり、川西古墳

群の構成を考えるうえで重要である。また方墳 1か

ら出土した墳輪は、昭和 46年に調査した76-M
～P地区の方墳と同一のものであること力半J明 した。

(メ�胎)

20。 嶋上郡衛跡

所 在 地 高槻市清福寺町 915-2
調査面積 H2.39″

調査期間 昭和 54年 8月 22日～ 8月 31日
調査経過

当該地は史跡「te上郡衛跡」の東側中央部に位置

し、現状は宅地である。今回、個人住宅の改築工事

に先立って、発掘調査を実施した。

遺 構
調査は、申請地 (東西 12″、南北 9協 )の中央

部に東西6.5″、南北 2.5物のトレンチを設けてお

こなっ亀 層序は盛土 (0.3″ )・耕土 (0.2″ )

・床土 (0,3″ )。 暗茶褐色土層 (0.1″ )〔 包含

層 〕であり、地山面は茶褐角十層となる。地山面は

標高 15″を測る。

遺構は、調査範囲が限られたため検出することが

できなかった。

遣 物
追物は、包含層から時期不明の土師器片かわずか

に数点出上したのみである。

所 見

調査地の東 。南側―帯にかけては、弥生時代中期

から後期の方形の方形周溝墓 。土壌墓群が群在する

墓域である。一方、本調査区の北側約 40″の地点

では、弥生時代後期後半の住居址群が検出されてい

る。調査地は墓域と集落のほぼ中間に位置し、遺構

の少ない地域であったと考えられる。 (大船 )

21.嶋 上郡衛 跡

所 在 地 高槻市清福寺町 781～ 3番地
調査面積 330″

調査期間 昭和 54年 11月 26日～ 12月 22日

調査経過

当該地は史跡・嶋上郡衝跡のJLA方向に位置し、
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阿久刀神社の東約 80物のところである。またすぐ

ゴ顕〕は、芥川の上堤と接している。これまでの周辺

地域の調査では、弥生～中世に至る遣構を多数検出

しており、当該地においても、その成果が大いに期

待されるところである。

追 構

層序は表土 (02～ 0.3物 )。 茶灰色土層 〔整地

層 〕(0,1～ 0.2物 )・ 暗褐色土層〔遣物包含層 〕

(0.3～ 0.4物 )。 茶褐色礫土層〔地山〕となり、

地山面の高さは標高約 17″である。遣構としては、

弥生時代の住居址 2基 と溝、古墳時代の住居祉 2基、

中世の方形土壊・井戸がある。弥生時代の住居祉は

いずれも後期のもので、その大半は調査区域外にあ

る。古墳時代の住居址は前期のもので、重なって検

出された。おそらく建て替えられたものであろう。

中世の方形土壊は 1辺約 4.5物の隅丸方形を呈し、

深さ0,7物を測る。底部はフラットに近く、壁面の

立ち上りは緩やかである。輝十中に多くの炭や焼土

とともにスサを混えた窯壁状の破片が散乱していた。

井戸は二段掘の掘り方を有する石組のもので、内径

は上辺で075″、底部で0.65物 を測り、現存する深

さは 1.3阿である。

遺 物

まとまって出土したものはなく、弥生時代から中

世に至る土器片が遺構に伴って出土したぐらいであ

る。他に方形土壊から鉄釘片を検出している。

所 見

今回の調査で、弥生時代後期後半から、古墳時代

前期に至る集落が、芥川の真近にまで拡がっている

のが確認された。また、包含層の状況からして、芥

川の土堤築成以前に、芥

'IIの

侵蝕によって、遺跡地

が削りとられている可能性がうかがえる。 (森田 )

22.嶋上郡衛 跡

所 在 地 高槻市清福寺町 806-1

調査面積 300″

調査期間 54年 12月 11日～ 55年 1月 17日

調査経過

清福寺の集落の北西端で、周辺部のこれまでの調

査では弥生時代から中世にかけての遺構・遺物が検

出されている。今回、自家用車庫建設が計画された

ので、発掘調査を実施した。

遺構・追物

約 0.2″の耕土を除去すると、黄灰色土(03″ )、

黄褐色土 (0.3″ )、 暗褐色 (0.5″ )と堆積し、

地山は砂礫混じりの淡褐色上である。各層とも砂礫

が混入し、芥,IIの氾濫がくり返されたこと力半1る。

黄褐色と上面に中世の小柱穴が若千認められるが、

まとまりを欠いている。黄褐色土、暗褐色土には古

墳時代から奈良・平安時代の追物を包合している。

地山の淡褐色土には挙大の礫が含まれ、調査区の南

と北では特に顕者に認められた。追構はこの礫を避

けて調査区の中央部に土墳墓・溝・柱穴が検出され

た。

溝は幅 0.6″・深さ 0.3″で南北方向に掘削され

ている。土壊墓は 3基検出されたが古墳時代のもの

である。柱穴にはまとまりがみとめられなかった。

上師器・須恵器・緑釉陶器などが検出されている

土師器には、布留式期以後のものであり、土師質で

断面楕円形を呈する土管状の追物が出上しているが

用途は不明である。緑釉陶器には椀・皿があり、底

部が蛇の目、平底、貼りつけ高台のものがある。

所 見

芥川近くにもかかわらず、古墳時代から平安時代

まで集落が営まれていること力半Jったが、特に平安

時代以後は中心的な集落が形成されてくるようであ

る。 (橋本 )

23.嶋 上郡衛跡

所 在 地 高槻市郡家本町 325-1番地

調査面積 922″

調査期間 昭和 55年 4月 3日 ～5月 21日

調査経過

当該地は史跡・嶋上郡行跡の西北約 1郷 ″に位置

し、府道郡家―茨木線のゴ阻 Jに面している。今回保
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育所建設に先立って発掘調査を実施した。

遺 構

層序は、耕土・床土・茶灰色土層 〔歴史時代包含

層〕、茶褐色土層 〔弥生～古墳時代包含層〕、黄褐

色土層ないし灰褐色礫層 (地山 )と なる。遺構とし

ては、弥生時代後期の井戸 2基、溝 1条、古墳時代

の上壊 20基、歴史時代の建物 2棟・倉 1棟がある。

井戸はいずれも素掘りで、径 1.5″、深さ1,3″の

ものと、径 1.5%、 深さ0.5″のものがある。溝は

幅 0.6%、 深さ0.55物 を測り、N-40°一Eの方

向性をもっている。土墳は、円形、隅丸方形、長円

形のものもあるが、長円形のものが最も多い。いく

つかの土墳から6世紀後半の須恵器を検出しており、

この時期が考えられる。建物跡については、2間 (柱

間 1.3″ )X3間 (柱間 1.4″ )と 2間 (柱間 2.2

脇)× 3間以上 (柱間 1,9物一部 2.7解 )の もので、

倉跡については、2間 (柱間 1.6物 )× 2間 (柱間

1,6η )であり、いずれも7世紀代の遺構である。

なお他にも、中世のものと考えられるピットが若干

検出されている。

遣 物
弥生土器・須恵器・土師器など多数検出した。そ

の他にも土壊から、鉄鏃 1点、土錘 10点 (内 1点

は包含層 )、 埴輪などがある。

所 見
当該地は、郡家川西追跡の西北隅と考えられてい

たが、林生時代営歴史時代に至る追構の存在と良好

な包含層のあり方は、単に遺跡の周辺部とは考えが

たく、今後の周辺地区の調査が期待される。また当

調査区の南 70夕に芥川廃寺があり、その関連につ

いても興味がもたれるところである。 (森田 )

24.嶋上郡行跡

所 在 地 高槻市清福寺町 915-6番地
調査面積 151″

調査期間 昭和 55年 5月 12日～5月 31日

調査経過

史跡・嶋上郡行跡の東側に位置し、住宅建設に先

立って、発掘調査を実施した。

遺 構

層序は、盛上、耕土、床土、黄灰色砂礫土層、暗

茶褐色土層 (追物包含層 )、 黄褐色礫土層 (地山 )

となる。検出した遣構は土墳 3基と若子のピットで

ある。土族の 1つについては、溝状遺構になる可能

性がある。時期については、伴出遣物がほとんどな

いため明確でない。

遺 物

包含層から若子の弥生土器片 (中期・後期 )と石

庖丁片が検出されている。

所 見

当該調査区周辺のこれまでの調査で、弥生時代中

期の方形周溝墓や後期の住居址が検出されているこ

とから、このころの時期の遺構とすることが出来よ

う。調査面積が狭いため遣構の性格を明らかにする

ことが出来なかった。 (森田 )

25.嶋 上郡行跡

調 査 地 高槻市郡家GHIJ 142-1

調査面積 229″

調査期間 昭和 55年 5月 17日 ～5月 30日

調査経過

当該地は府立三島高校の東約20″に位置し、現

状は宅地である。今回、個人住宅の新築工事に先立

って、事前に発掘調査を実施した。

遺 構

調査は中央部に4″角のトレンチを設け、残土・

盛土の関係から重機を使用しておこなった。層序は

盛土 (0.8協 )・ 耕土 (0.15)・床土 (0.1″ )・

青灰褐色土層 (0.15″ )〔整地層〕・黄褐色粘土層

〔地山〕である。

検出した遺構は、径 20～ 25勁、深さ5～ 10

働の小さな柱穴 3個のみである。柱穴の輝十は淡茶

褐色土層であり、遺物は認められなかった。

遺 物
遺物としては、整地層から出土した上師器細片が

2点ある。
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所 見

調査地は本遺跡と郡家今城遺跡のほぼ中間に位置

し、遣構の分布が希薄なところである。今回の調査

は範囲は狭少なため、検出した遣構の性格等は不明

であるが、近くに住居遺構の存在が考えられる。

(大船 )

26.嶋上郡 行跡

所 在 地 高槻市郡家新町 159

調査面積  125″

調査期  昭和 55年 7月 8日

調査経過

当該地は府立三島高校の東約300材に位置し、東

側は昭和 54年 7月 の調査地 (75-D・ H・ L・ P

地区 )に接する。現状は宅地である。今回、個人住

宅の改築工事に先立って、事前に発掘調査を実施し

た。

遺 構

調査は調査区中央部に 4″角のトレンチを設けて

おこなった。層序は盛土 (1.4η )・耕土 (0.15

″ )。黄褐角十層 〔地山〕である。

検出した追構は、 トレンチ中央部に幅 2物・深さ

0.2″ の東西溝のみである。溝中の埋土は暗茶褐色

土層であり、遺物はまったく出土しなかった。

所 見

調査地は川西古墳群の南側にあたり、検出した溝

は、東側の発掘調査成果などと考え合せて見ると、

墳丘が削平された方墳の濠と考えられる。 (大船 )

27.嶋 上郡衝跡

所 在 地 高槻市郡家本町 889

調査面積 419″

調査期間 昭和 55年 12月 8日 ～ 12月 16日

調査経過

当該地は式内社阿久刀神社の西約 150筋 に位置し、

北側は芥川の土堤に接している。現状は宅地である。

今回、個大住宅の新築工事に先立って、事前に発掘

調査を実施した。
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遺 構

調査は庭木 。建物基礎の関係から、調査地南側に

東西 7″、南北 1.5″のトレンチを設けておこなっ

た。層序は盛土 (0.3″ )・ 耕土 (0.2物 )・床土

(0,1″ )・ 茶褐色土層 (0.4″ )〔 包含層〕・暗

黄褐色土層〔地山〕である。

検出した遣構は、調査範囲が限られたため、3個

の柱穴と 1ケ所の落ち込みだけであった。遣構の埋

土は包含層と同じ茶褐角十層である。

遺 物
出上した追物は、土器片と石器片が少量ある。柱

穴・落ち込みの追構から出上したものは、縄文式上

器・弥生式土器片が若干とサヌカイト剥片が 11点

ある。包含層から出上したものは、縄文式止器・弥

生式上器・土師器 。須恵器片が若千ある。

所 見
調査地は、本追跡のゴ躙Jの高台に位置する。調査

範囲が狭少であったため詳細は不明であるが、縄文

時代の遺構の存在が考えられる。この付近一帯は、

以前から石鏃・石棒等が採集されたところであり、

高槻市内では数少ない縄文時代遺跡の一つとして知

られている。 (大船 )

28。 嶋上郡行跡

所 在 地 高槻市郡家本町 524番地の 6

調査面積 222″

調査期間 昭和 55年 ■月 10日 ～ 11月 20日

調査経過

当該地は、史跡指定地の西北約 400物の位置にあ

たり、以前の調査で旧石器時代の資料を得ていると

ころから調査を実施した。

遺構・遺物

調査は2″×3″のトレンチを設けておこなった。

層序は盛土 (1.3″ )、 耕土 (0.15η )、 床土(0.1

協 )、 灰褐色粘土層 〔地山〕(0.3物 )、 褐色礫層

〔地山〕である。追物包含層や遺構は認められなか

った。また、旧石器時代資料の有無を確めるため、

地山面を掘り下げたが果せなかった。



追 構                      追物は主に_LAと住居址から出上 している。土壊

調査は中央部に東西 2″ 、南北 40″の トレンチ  からはほぼ完形に復元できた把手付壷と広日壺が検

を設けておこなった。層序は耕土 (0。 2″ )で、そ  出された。住居址からは、後期の土器片若子と柱穴

の下はすぐに黄褐色砂質粘土層〔地山〕となり、床  から鈍と思われる鉄器を 1点検出している。その他

土・包含層は認められなかった。地山面では追構は  に包含層から、土師器・須恵器・弥生式土器・瓦器

まったく検出されず、瓦用の粘土採掘跡が数ケ所認  の破片などが出土している。土器以外では、石剣片

所 見

当該地は、郡家川西追跡の外辺部にあたると考え

られ、追構・追物の希薄な地域とすることができる。

しかし、旧石器時代の調査については、今後も追求

する必要があろう。

29.嶋 上郡行跡

所 在 地 高槻市郡家新町 148-5

調査面積 702″

調査期間 昭和 56年 1月 8日 ～ 1月 24日

調査経過

当該地は府立三島高校の東約 50″に位置し、現

状は水田である。今回、宅地造成が計画されたため、

事前に発掘調査を実施 した。

められただけである。

所 見

調査地は本追跡と郡家今城追跡とのほぼ中間地に

あり、両追跡の遣構の拡がりがおよんでいないこと

が確認された。 (大船 )

30。 嶋上郡行跡

所 在 地 高槻市清福寺町 889-2番地

調査面積 446″

調査期間 昭和 56年 2月 10日～ 3月 14日

調査経過

当該地は、史跡指定地の北約 3CO″に位置し、阿

久刀神社のすぐ南側にあたる。周囲のこれまでの調

査では、弥生時代～中世までの遺構が重なり合って

検出されており、追構分布の濃密な地域の中心部に

あたる。今回住宅建設に先立って、発掘調査を実施

した。

遺 構

検出した遺構は、弥生時代中期の土壊 1基 、後期

の住居址 1基、奈良時代の掘立柱建物跡 1棟などで

ある。

土壊は、幅 045物 、深さ 0.2″を測り、長さにつ

いては、他端が調査区域外にあるため不明である。

方形周溝墓の周溝の可能隆もある。住居址は、四柱

央構造をもつ方形プランの竪貞式住居で、東西 7.1

″、南北 8.Z物 を測る。竪穴式住居としては大規模

なものであろう。4本柱はいずれも深さ0.6″ ～

0,7″を測り、しっかりした上部構造が考えられる。

掘立住建物については、 1辺 0.6″、深さ 0.25″

の方形ピットを 2個検出した。方位はW-14° 一E

で、柱間は 2.5物 である。

遺 物

や金環などが検出された。

所 見

当該地は、9t4時代後期から古墳時代前期にかけ

ての住居址が群在する地域の一画であるが、これほ

どの規模をもつものは極めて少なく、この時期の居

住域の中心部分になるかもしれなしち また、住居址

の外壁に接して検出された多くのピットは、竪穴住

居の整構造を考えるとき1つの資料となる。(森田 )

31.郡家本町遺跡

所 在 地 高槻市郡家/JHJ lp 0 0-3

調査面積 64″

調査経過

嶋上郡衝跡背後の台地上に位置し、周辺から弥生

式土器等が出土していることから集落の存在が予想

された。個人住宅の改築に先立って発掘調査を実施

した。

遺構・追物

-29-



屈出地の中央部に 4物 X4夕の調査壊を設けた。

層序は盛土 (0.4″ )、 旧耕土 (0,05物 )、 褐色

土 (0.1″ )と堆積し、地山は粘質の黄褐色土で、

南へ下降している。遺物としては3個の柱穴と溝を

検出した。柱穴、褐色土から少量の土器が出土した。

時期は弥生時代後期である。

所 見

台地止から南へ下降する斜面上に弥生後期の集落

が在ったこと力半Jるが、その規模等については今後

の課題である。 (橋本 )

32.郡家本町遺跡

所 在 地 高槻市郡家本町 985-1

調査面積 120″

調査期間 昭和 54年 7月 9日 ～ 7月 12日

調査経過

郡行背後の南側斜面上にあたり、台地上には弥生

後期の集落があったとみられるところから、その拡

がりを知るために個人住宅建設に先立って発掘調査

を実施した。

遺構 。溝物

屈出地の一部に 3解 X3″の試掘壊を設けた。

層序は盛土 (0.5″ )、 旧耕土 (0.1″ )、 床土

(015″ )と堆積臥 その下の地山は黄灰色砂礫層
が厚く堆積する。遺構・遺物は検出されなかった。

所 見

弥生時代後期の集落が、南側斜面には拡がってい

ないことが明らかとなった。 (橋本 )

33.郡 家本町遺跡

所 在 地 高槻市郡家本町 926-3

調査面積  187.14″

調査期間 昭和 54年 9月 27日～ 10月 9日

調査経過

当調査区は清福寺方面から郡家本町の集落内を通

る道路に面し、この地域は従来民家が密集している

ため充分な調査を実施することができなかった。今

回、個人住宅改築に先立って発掘調査を実施 した。

遺構・遺物

約 0.4″の盛土を除去すると、黄灰徹十 (0.lη )、

暗褐色土 (0.3η )と堆積し、地山は砂礫を含む黄

褐色土である。数個の柱穴を検出したが、調査区が

狭小な為、詳細は不明である。柱穴内から古墳時代

9DEL師器・須恵器の破片が出土している。

所 見

郡家本町の集落内にも古墳時代以降の集落が拡が

っていることがわかったが、詳細は今後の課題であ

る。 (大船 )

34.郡家今城遺跡

所 在 地 高槻市郡家新町 54番地

調査面積 432″

調査期間 昭和 54年 ■月 15日～ 11月 17日

調査経過

当該地は郡家今城追跡の中心部から約 80″北寄

りに位置しており、追跡の拡がりを確認するため調

査を実施 した。

遺構・遣物

調査は幅 3.5″、長さ 12物の トレンチを設けて

おこなった。層序は耕土 (0.2″ )・ 整地層 (0.3

″)・ 灰褐色粘土層 〔地山〕で、追物包含層及0蟷

構は認められなかった。

なお、灰褐色粘土層を掘り下げると、ところどこ

ろで、灰白色の火山灰が認められた。

所 見

調査範囲が狭少なためか、奈良時代～平安時代に

かけてゐ遣構・遺物は認められず、集落の外辺にあ

たるものと思われる。また、旧石器時代資料を探索

したが得られなかった。 (森田 )

35.皇子塚古墳

所 在 地 高槻市氷室町 5丁目 3の 1

調査面積  1,135″

調査期間 昭和 54年 8月 20日～ 8月 22日

調査経過

従来から円墳と考えられてきた当古墳を教育用施
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設として活用すべく、土木工事等に伴う発掘届が提

出されたため、調査を実施 した。

遺構・追物

墳頂部と思われるところに十字状の トレンチを設

定したが、何も得られなかったので、重機を用い墳

丘の断ち割りをおこなった。その結果、埋葬施設ら

しきものは全く発見されなかった。断面に見る層序

観察では、地山は灰褐色粘土層と砂層の互層になっ

ており、その上面は東から西への緩やかな傾斜を認

めた。

所 見

当該地は、おそらく池を造成するにあたって、周

囲の土を削り取ったために、墳丘状の高まりが生じ、

古墳と見なされたものと思われる。なお当該地周辺

は「皇子塚」という小字が残っているところから、

後世皇子塚古墳と呼称され、伝承されたものと考え

られる。 (森田 )

36。 大蔵 司遺跡

所 在 地 高槻市大蔵司 3丁目 122-1・ 116・ H7

調査面積  2.591″

調査期間 昭和 53年 4月 4日～5月 4日

調査経過

当該地区周辺のこれまでの調査によって、古墳時

代の住居址や奈良時代の倉跡などが検出されている。

今回、市場建設に先立って、発掘調査を実施した。

追 構

耕土・床土を除去すると、茶灰色ないし暗茶灰色

の土層 (0.1～ 0.3″ )〔追物包含層〕を検出し、

地山は、黄茶褐色土と灰色バランス層のところがあ

る。遺構としては、弥生時代後期の竪穴式住居址 3

基、井戸 1基、大溝、古墳時代の竪穴式住居址 2基、

奈良時代の掘立柱建物跡 2棟、土装などがある。な

かでも大溝から検出された大量の弥生式土器は好資

料である。

遺 物
弥生時代後期の土器をはじめとして、古墳時代前

期、奈良時代の土器が出土している。また、古墳時

代の溝状遣構から墳輪片が出土 している。

所 見

大蔵司遣跡での初の大規模な発掘調査であるが、

弥生時代から奈良時代に至る追構・遺物を多く検出

した意義は大きい。今後追跡の時間的、空間的拡が

りを追求する必要がある重要な遣跡の一つとなろう。

(森田 )

37。 大蔵司遺跡

所 在 地 高槻市大蔵司 2丁目 126-1

面   積  759,85″

調査期間 昭和 溺年 5月 26日～ 30日

調査経過

当調査区の】醸」で、奈良時代の遣構が、東側では

弥生時代を中心にした遣構・遣物が数多く検出され

ており周辺にもかなり陣 ミっていることが予想され

た。今回、店舗付住宅の建設が計画されたため関係

者と協議の結果、発掘調査を実施することになった。

遣構・遣物

耕土を除去すると芥川の旧河流らしい青灰色の砂

礫層が厚 く堆積 しており、追構はまったく検出され

なかった。土師器の細片が若干出土した。

所 見

遺構の西への拡がりを知る手がかりとともに、古

代の芥川の流路を知る手がかりをえた。 (橋本 )

38。 大蔵司遺跡

所 在 地 宮ノ

'H原

4丁目569-7

調査面積  1,650.01″

調査期間 昭和 開年 ■月30日

調査経過

当該地は服部地区のほぼ中央にあたり、大蔵司遣

跡の北隅部分に相当すると考えられているところで

ある。今回、保育所建設に先立って遣構確認調査を

実施した。調査は幅 2物 、長さ20防のトレンチを東

西 2本、南北 2本設定しておこなった。

遺構・遺物

層序は、耕土 (0.2″ )、 黄灰褐色砂礫土層〔地
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山〕である。全体に芥川の濫乱による堆積した砂礫

で、追構は検出されなかった。

遺物は若子の瓦器・土師器・須恵器片がみられた。

所 見

大蔵司追跡は当該地より南に拡がることが明らか

になった他、芥サ
「
Iの濫乱原と思われる堆積砂礫内に

若子の遣物がみとめられることから、北に位置する

宮ノ川原追跡は芥サIIによってかなり削 られている可

能性を考えなくてはならないであろう。(冨成 )

39,大 蔵 司遺 跡

所 在 地 高槻市浦堂 1丁目 254、 他

調査面積 2,500″

調査期間 昭和 55年 6月 3日～ 9月 18日

調査経過

大蔵司遺跡の西半分については、昭和 47・ 53

年の発掘調査で弥生～奈良時代の遣構・遣物が数多

く検出されているが、東半分については、全く不明

であった。ところが昨年度、府立芥川高校の建設に

先立ち、追跡範囲の確認調査をおこなったところ、

高校敷地の南半分で遣物の出土がみとめられ、今回

の事前調査となった。調査は、体育館・プール・フ

ェンスの予定地 3ケ所についておこなった。

遣 構

遣構のみとめられたのは体育館予定地の調査区の

みでヽ 他の調査区については、自然流路等から遣物

が出土している。検出された遺構としては、中世の

水田址・杭列 。溝および水田址に残された人と牛の

足跡、平安時代の溝 2本、柵状遣構 2ケ所、奈良時

代の溝とその護岸施設などがある。全体として、水

田やそれに伴う施設の遣構が多く、生産活動の場で

あることがわかる。

追 物

遺物としては、土器類と木製品がある。土器類は

弥生時代中期～鎌倉時代にかけてのもので、弥生式

土器、土師器、黒色土器、瓦器などが出土している。

木製品は、奈良時代の溝と平安時代の溝から検出さ

れており、 3点の木簡をはじめとして、祭祖具 。食

膳具 。服飾具・紡織呉・履物・農工具などがあり、

さらには棒伏具・焚木・火付木なども多く検出され

ている。

所 見

今回調査 したところは、大蔵司追跡の東部にあた

り、検出した追構は各時代を通 じて、生産の場に関

連するものが多くみとめられた。これまでの西部の

調査では、居住区を示すものが検出されており、こ

れらと一体となるものであろう。遺物では、溝から

検出された多くの本製品が注目ヽれ、その多くは祭

祖に関わるものと見なされる。 (森田 )

40。 大蔵 司遺跡

所 在 地 高槻市大蔵司 2丁目 202

調査面積 841″

調査期間 昭和 55年 10月 20日～■月 6日

調査経過

昭和 47年の初の発掘調査以来、追跡の拡が りと

遣構の有無を確めるべく、継続的に調査を実施 して

きた。今回もその一環としておこない、とくに当該

地は遺跡の中心部と考えられるところから、北へ約

150″隔った地点でもあり、大規模 トレンチを設

定して調査を実施 した。

遺 構

予定地内の南】卸こ2ケ所のトレンチを設定して調

査した。南側の トレンチ(2.5X8″ )では、古墳

時代の包含層と中世の竪穴状の落ち込みを検出した。

中世の落ち込みは、床上下で検出され、中世の嬉構

面は、水田造成時にすでに削平されているものと思

われる。北側 トレンチでは、古墳時代の包含層は認

められず、中世包含層直下で旧河道を検出した。中

世の追構としては溝 1条と石積井戸 1基がある。溝

は幅 0.34深 さ0.1物 の小規僕なものである。井

戸は、上辺がすでに削平されている。現存する法量

は、掘り方径 1.7協、上端内径 1.2協 、底径 0.65

″、深さ 1.3物を測る。石積みは、人頭大ないしそ

れよリーまわり大きい河原石を用い、平積みにして

築かれていた。時期は、出土追物からみて 13世紀
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頃と考えられる。

遺 物

南側の トレンチから、布留式併行期と考えられる

土師器の甕や 5世紀代の須恵器が出上している。包

含層が良好な害騨こ遣物の包含量は少ない。北側の ト

レンチからも、 5世紀代の須恵器、 (蓋郭・高郭 )

が出土している。また井戸からは、瓦器椀や土師皿

が出上している。

所 見

今回の調査で古墳時代の包含層と中世の追構が確

認されたことから、大蔵司追跡の時間的・空間的拡

がりが増大したといえる。これまで、追跡の本体に

ついては、南寄りのところと考えられてきたが、当

該地区の調査の結果、今後、周辺地域の本格的な発

掘調査が望まれる。 (森田 )

41。 大蔵 司遺跡

所 在 地 高槻市官ノテl原 4丁目564-6

調査面積 876″

調査期間 昭和 55年 ■月 25日 ～ 11月 閉 日

調査経過

当該地は大蔵司追跡と宮ノ川原追跡の中間に位置

しているため、両追跡の拡がりを確認すべ く調査を

実施した。

追構・遣物

調査はトレンチ (5.5協 X2.5物 )を設定してお

こなった。層序は、盛土 (0。 9協 )、 旧耕土(α 2

物)、 灰褐色砂礫層 (0.08″ )、 淡茶灰色砂礫層

(0,2解 )、 褐色粘質土層 (0.1″ )緑灰色油質土

層 (0.5″ )、 緑青灰色砂層 (0.2″ )、 緑灰色粘

土層 (0。 4物 )、 緑青灰色砂礫層 (0,4″ )、 青灰

色粘質土層 (グ ライ層 )と なり、追物包含層や遣構

面を形成するような土層は認められなかった。

所 見

については今後も確認調査を充実させていかなけれ

ばならない。 (森田 )

42.浦 堂古墳

所 在 地 高槻市真上阿六丁目 100-1他

調査面積 5a151″

調査期間 昭和 55年 3月 11日

調査経過

当該地は、日吉台小学校の南西約 21Xl物の西向き

尾根上である。標高は90″を測る。昭和45年の追

跡分布調麿において、埴輪片が 1点採集され、丘陵

の立地条件などと考え合せ、前方後円墳の存在が推

定されてきた。今回、大規模な宅地造成が計画され

たため、事前に古墳の確認調査を実施した。

遣 構
調査は古墳の墳頂部と目される部分に、 トレンチ

を 4ケ所設けておこなった。層序は表土 (0.2η )、

黄赤褐色含礫主層 〔地山〕となり、盛土および墓

拡等の追構は検出できなかったるまた埴輪の散布も

まったく認めることができなかった。

所 見
今回の調査結果によって、浦堂古墳と呼ばれてい

た前方後円墳は実存しなかったことになり、当該地

北側 300脇に立地する芝谷古墳のみが、日吉台丘陵

西側で唯―の前方後円墳である。 (大船 )

43.宮 田遺跡

所 在 地 高槻市宮田町三丁目 3-4・ 5

調査面積 173″

調査期間 昭和開年 5月 幻 日～5月 31日

調査経過

当該地は春日神社より南 lCXl物 に位置し、現状は

宅地である。今回、個人住宅の改築工事に先立って、

事前に発掘調査を実施した。

本調査区およびその周辺についてイよ 追跡の拡が  遺 構
りは考えられず、無追構地帯と考えられる。しかし、  調査は、屈出地中央部に5″角のトレンチを設け

当該地の東側 50″では、弥生時代後期から古墳時  ておこなった。層序は耕土 (0.2″ )のみで、その

代前期にかけての自然流路が検出されており、周辺  下はすぐ地山の黄褐彗 土ゝ層になり、追構・遣物は
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まったく検出されなかった。地山面は標高 21物を

測る。

所 見

調査地の水路を隔てたすぐ】鍛1は、柱穴 。溝・井

戸跡が検出される宮田追跡の住居地域である。昭和

45年の東区の調査結果によれば、住居地のすぐ南

側は水田であったらしく、水路跡以外の遺構は検出

されなかった。今回は調査範囲が狭少であったため

に、何も検出されなかったが、水田跡であった可能

性がある。 (OPa)

44.宮 田遺跡

所 在 地 高槻市宮田町 3丁目2-17

調査面積 310″

調査期間 昭和 53年 9月 28日

調査経過

当該地は、宮田追跡の西端部にあたる地域で今回、

住宅建設に先立って追跡の拡がりを確認すべく、調

査を実施 し濫

追構 。遣物

調査は2″ X2%の トレンチを設けておこなった。

層序は、表土層 (0,2″ )、 黄灰色土層 (0.2″ )、

茶灰色土層 (0.3物 )、 黄灰色粘質土層 (地山 )と

なる。茶灰色土層は宮田追跡でみられる遺物包含層

と同一層であるが、遺物は検出されなかった。また、

調査区が狭少なため力＼ 遣構も検出されなかった。

所 見
追物包含層の状況からして、追跡地内であるのは

確実であるが、小規模な調査の飛、明確な遺構を検

出できなかった。今後の周辺地区での大規模調査に

期したい。 (森田 )

45.宮 田遺跡

所 在 地 高槻市官田町 3丁目5

調査面積 100″
調査期間 昭和53年 10月 11日

調査経過

宮田の春日神社周辺からは中世の集落跡が検出さ

れているが、神社境内に防火貯水槽が設置されるこ

とになり、関係者と協議の結果、発掘調査を実施す

ることになった。

遺構・遺物

貯水槽が設けられる 10物 X10″ の掘 り方の断

面観察を中心に調査を実施 した。盛土 (0.7″ )

下は黄灰色粘土が厚く堆積するのみで、追構・遣物

は検出されなかった。

所 見

古い時期から春日神社がこの地に鎮座 していたこ

とが想像されるが、これまでに検出されている中世

集落との関連を追求していくと、中世の庶民信仰と

の関わりに興味ある問題があるう。 (橋本 )

46.宮 田遺跡

所 在 地 高槻市宮田町三丁目 1-8

調査面積 91″

調査期間 昭和 54年 2月 22日

調査経過

当該地は春日神社より南 1開 ″に位置 し、現状は

宅地である。今回、個人住宅の改築工事に先立って

事前に発掘調査を実施 した。

遺 構

調査は東西 2ケ所に、 2″角のトレンチを設けて

おこなった。西トレンチの層序は、盛土 (0.3脇 )

・暗灰褐色砂質粘土層 (0.4解 )〔 包合層〕・黄灰

色粘土層〔地山〕となり、東 トレンチの層序は、耕

土 (0.3″ )。 床土 (0,03″ )・ 暗灰色砂質土層

(0.4″ )〔包含層 〕・黄灰色粘土層 〔地山〕とな

る。地山面は標高 20.1″を測る。遺構は両 トレン

チともまったく認められなかった。

遺 物
西 トレンチの出土遣物は、磁器片 1点・瓦器椀片

数点・土師器皿片数点であり、東 トレンチの出土追

物
`よ

土師器甕 1点・土師器皿数点である。いずれ

も細片であって、完形に復元することができなかっ

た。

所 見
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宮田追跡における遺構の分布は、これまでの大規  調査面積 88″

模な数次の調査によっく 屋敷PLlよ北側に、水田址は  調査期間 昭和 55年 3月 26日

南側に拡が っていることが明らかとなっている。今  調査経過

回の調査地は、水田址の範囲と推測される地域であ   当該地は春日神社の南約 150物に位置し、西側は

り、暗灰色砂質土層〔包含層 〕は当時の水田面であ  府道萩谷―西五百住線に面している。現状は宅地で

った可能性カツト常に高い。 (大船 )        ある。今回、分譲住宅の建築工事に先立って、事前

47。 宮田遺跡

に発掘調査を実施 した。

遺 構

高槻市宮田町三丁目 47- 1、 47-9   調査は届出地の中央部に2″角の トレンチを設け

47-Ю 、48-4  ておこなった。層序は盛土 (0.1物 )・ 耕土(007

897″                ″)。 床土 (0.02″ )・灰褐色止層〔整地層〕

昭和 54年 10月 15日 ～11月 16日     (0。 13協 )・ 黄掲色土層〔地山〕である。調査地
からはまったく追構・遣物を検出することができな

所 在 地

調査面積

調査期間

調査経過

当該地は春日神社より南 90″に位置し、東側は

昭和 52年 8月 の調査地に接している。現状は宅地

である。今回、工場跡地において高層住宅の建設工

事が予定されたため、事前に発掘調査を実施した。

追 構

層序は盛土 (0.2物 )・耕土 (0.2″ )・黄褐色

土層〔地山〕であり、包含層は認められなかった。

検出した遣構は、東側屋敷地と区画する南北溝 3条

と多数の柱穴・井戸 1基で、東側の調査区と同様な

屋敷轍 ミまだ西に続いている。しかし、今回の調査

地は、工場跡地であるため、撹乱を受けた部分が多

く、追構の全貌を知ることができない。

48.宮 田遺跡

所 在 地 高槻市宮田町三丁目87-13

かった。

所 見

調査範囲が狭少なため、遣構・遣物を検出するこ

とができなかったが、これまでの調査によって、集

落址の南面に拡がる水田址であった可能性が高いと

ころである。 (大船 )

49.氷室塚古墳

所 在 地 高槻市氷室町 2丁目571-8

調査面積 120″

調査期間 昭和 55年 6月 10日～ 6月 21日

調査経過

今回の調査は、調査範囲が狭少なこともあって、

氷室塚古墳に関する遺構・追物を検出することがで
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追 物                      当該地は氷室塚古墳の東側の濠と推測される位置

今回の出土遺物は中世のものだけである。溝・柱  にあたる。現状は宅地である。今回、個人住宅の改

穴・井戸等の遣構に伴って、少数の瓦器 。土師器 。  築工事に先立って、事前に発掘調査を実施した。

須恵器・陶器 。簿片などを出土した。        遺 構

所 見                       調査は調査地が周濠の跡と考えられるところから、

中世の宮日追跡の屋敷地は、東西に細長 く延びて  中央部に東西 2″、南北 3物の トレンチを設け、重

いたらしく、本遺跡の西辺部にあたる今回の調査地  機を使用しておこなった。層序は盛土 (1.6物 )・

でも、重複する多数の建物群を襟出した。現在では  黒色砂質ELS(0,4″ )。黄灰褐色粘土層 〔地山 〕

東西両端の屋敷地のみしか明らかにされていないカミ である。黒色砂質土層は池底の堆積土と考えられる

集落の構成を考える上で貴重な資料である。(大船 ) が、埴輪類の追物はまったく包含されていなかった

所 見



きなかった。 (大船 )

50,氷 室塚古墳

所 在 地 高槻市氷室町 2丁目91-1～ 3

調査面積 243″

調査期間 昭和 55年 6月 23日 ～ 6月 鉤 日

調査経過

当該地は氷室塚古墳の南東部にあたり、現状は宅

地である。今回、個人住宅の改築工事に先立って、

事前に発掘調査を実施 した。

追 構

調査は調査地中央部の南とゴmJに、 3″角の トレ

ンチを設けておこなった。層序は盛土 (0,7物 )。

耕土 )0.2″ )・茶褐色粘質土層 〔地山〕であり、

床土 。包含層は認められなかった。地山面でも遣構

・遣物を検出することができなかった。

所 見

今回の調査地と北側の周濠推定地とは、距離にし

て約 20″であったが、地山のレベ′財ま約 1物の差

があり、周濠は円形に一巡 していない。氷室塚古墳

は南向きの前方後円墳になる可能性が高い。 (大

橋 )

51.塚 協古墳 群

所 在 地 高槻市塚脇 1丁目 2309

調査面積 1,333″

調査期間 昭和 55年 ■月 12日 ～ 11月 20日

調査経過

当該地は塚脇の中心部に位置する唯徳寺のすぐ東

側にあたり、現状は宅地である。今回、個人住宅の

改築工事に先立って、事前に発掘調査を実施 した。

遣 構

調査は塚脇 8号墳 (円墳 )〔連塚〕と接する南東

部に周濠を確認するため、南北 2物、東西 4″の ト

レンチを設けておこなった。層序は表土 (0.1物 )

で、その下は黄褐色礫層〔地山〕となり、周濠およ

び遺物はまったく検出されなかった。

所 見

8号墳の墳丘規模は径 14″、高さ 2.5解と推測

されていた力ヽ 今回の調査地まで古墳の周濠が拡が

っていないことが確認された。 (大船 )

52.富 田遺跡

所 在 地 高槻市富田町 6丁目 12-32番地

調査面積 267″

調査期間 昭和 54年 9月 5日

調査経過

当該地は富田追跡の南端部にあたり、丁度段丘の

末端に位置する。今回追跡の拡がりを確めるべく、

調査を実施し猛

遣構・遣物

調査は、幅 と協。長さ 10″の南北 トレンチを設

定しておこなった。トレンチ中程で、西側へやや拡

張 したところ、径約 0.5協のビットを検出。埋土に

は焼土・炭などを含んでいた。またトレンチの東半

分に、南北方向の溝状遣構を検出した。埋土は、ピ

ットと同様(焼土・炭を含んでいた。追物としては、

整地層中より土師器片や窯壁片と思われるものを検

出している。

所 見

富田追跡を標傍する弥生時代・古墳時代 。中世の

追構はまったく検出されず、江戸時代から明治時代

にかけての瓦窯に関連すると考えられる遺物 (窯壁

片など )を検出した。以前の富田追跡の調査でこの

時期の瓦窯を調査しており、それとの関連が考えら

れる。 (森日 )

53.富 田遺跡

所 在 地 高槻市富田町六丁目2547

調査面積  159″

調査期間 昭和 55年 3月 17日～ 3月 19日

調査経過

当該地は三輪神社の南 100%に 位置 し、現状は

畑地である。今回、個人住宅の新築工事に先立って、

事前に発掘調査を実施した。

追 構
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調査は申請地に幅 1協・長さ3″の トレンチを設

けておこなった。層序は耕土 (0.3物 )。 責褐色含

礫土層 〔地山〕で、包含層および遣構・追物はまっ

たく検出することができなかった。

所 見

富田追跡が位置する台地の先端部は、小さな谷が

複雑に何本も走っており、追跡の鞠囲を明確にでき

ないところである。当該地は遣構が密に分布する西

・北側の地区と、月ヽさな谷によって区画されており、

追構の拡がりがおよんでいないこと力半J明 した。

(メ胡胎)

54 富田遺跡

所 在 地 高槻市富田町 4丁目 2527

調査面積  37″

調査期間 昭和 55年 4月 11日 ～ 4月 12日

調査経過

当該地は富田小学校跡地の南 20″に位置し、現

状は宅地である。今回、個人住宅の改築工事に先立

って、事前に発掘調査を実施 した。

遺 構

調査は建物基礎と残土の関係から、調査地の東・

西側に 2協 X2解の トレンチを 2ケ所設けておこな

った。層序は表土 (0.1″ )・ 褐色土層 (0.1物 )

〔包含層〕・黄赤色粘土層 〔地山〕である。

検出した遺構は、西 トレンチでは幅 1″、深 さ

0.25靱の東西溝と径 0。 15～ 0,4″、深さ 0。 1″

の柱穴 3個があり、東 トレンチでは径 025～ 0.5

物、深さ 0。 1～ 0.3解の柱穴 2個 と浅い落ち込み

がある。遺構の埋土は、暗褐負十層である。

遺 物

出土遺物は、包含層から瓦器・土師器・須恵器・

陶器・瓦の細片が若干出上した他、各追構からも同

じ種類の追物が少量出上している。これら出土追物

の多くは、椀・皿・甕類の日用雑器であるが、その

他に東西溝出土の鉄釘 2点と包含層出上の須恵質土

錘 1点がある。

所 見

今回の調査は、調査範囲が狭少なこともあって、

遺構全体の性格等は不明であるが、富田小学校跡地

の中世集落の南隅は、さらに南まで拡がっているこ

とが推測された。 (大船 )

55。 富田遺 跡

所 在 地 高槻市富田町 6丁 目2767

調査面積  409″

調査期間 昭和 55年 ■月 21日 ～ H月 22日

調査経過

当該地は善門寺の南西約 150協に位置し、現状は

宅地である。今回、個人住宅の改築工事に先立って、

事前に発掘調査を実施 した。

追 構

調査は中央部に南西 2物、東北 4″の トレンチを

設けておこなった。層序は表土 (0。 1″ )で、包含

層などはなくその下はすぐに地山の黄褐色粘土層に

なる。

検出した追構は、径 0.1～ 0.6脇、深さ 0。 1～

0。 35物の大小の柱穴 10数個と幅 0.3η、深さ0,1

脇、長さ3物の東西溝 1条がある。追構の埋土は、

黄茶褐色報 御+層で、少量の上器片が出土 した。

遺 物

出土追物は柱穴・溝の埋土からのものでって、小

さな土器が大部分である。弥生時代後期に属する遣

物は、他の時代のものに比べて多く出上しており、

タタキロを有する甕腹片・壷底部・壺日縁部片があ

る。古墳時代の追物は、比較的大きな柱穴から6世

紀後半の須恵器片が数点出土している。また、奈良

時代の須恵器片も、同じ大きな柱穴から出土する。

平安時代の追物としては、黒色土器細片が 2点程あ

る。

所 見

今回の調査地は、富田追跡の南辺部が少し高台に

なったところに位置する。調査範囲が狭少なため詳

細は不明であるが、弥生時代から平安時代の住居地

域が付近に存在していた可能性が高い。 (大船 )
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56.中 城遺跡

所 在 地 高槻市昭和台町二丁目 155-1

調査面積  198″

調査期間 昭和 55年 3月 6日

調査経過

当該地は慶端寺のすぐ北側にあたる。現状は宅地

である。今回、個人住宅の改築に先立ちて、事前に

発掘調査を実施 した。

遣 構

調査は申請地の中央部 2″ ×3″のトレンチを設

けておこなった。層序は盛土(0.15″ )・ 黄褐色粘

土層 (0.05物 )・ 暗茶褐色土層 〔包含層 〕(0.2

″ )。 黄褐色礫土層 〔地山〕である。

検出した遺構は、調査範囲が限られたため、落ち

込み 1ケ所と柱穴 13ケ所である。これらの追構はい

ずれも深さが 0.1～ 0.2″と浅く、削平されていた

可能性が高い。埋土は暗茶褐色土層である。

追 物
柱穴 2ケ所からは、6世紀の須恵器片と弥生式土

器片が出上 した。その他、包含層からも弥生時代後

期中頃～古墳時代にかけての土器片が少数出土して

鷺ヽる。

所 見

富田台地の先端部に位置する中城遣跡は、今まで

の出土遺物などによって、中世の集落跡であると考

えられていた。今回の調査は、範囲も狭少なため詳

細は不明であるが、弥生時代後期から連綿と続く追

跡であるらしいことが判明した。 (大船 )

57.柱本遺跡

所 在 地 高槻市柱本南町 699他

調査面積 30″

調査期間 昭和 55年 12月 5日

調査経過

当該地は柱本追跡の西南部に位置している。昭和

54年 6月 に府立鳥飼高校予定地内に15ケ所のトレン

チを設け、追跡範囲確認調査をおこなったところ、

敷地北端部において追物包含層を検出した。今回、
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鳥飼高校のフェンス設置の事前調査として実施 した。

遣 構

フェンス予定地に 2ケ所の調査区を設けておこな

った。東区は幅 1.5″、長さ17協。西区は幅 1.5″

長さ3.5物 。両区とも層序は整合で、西根1になるほ

ど、包含層は薄くなる傾向にある。層序は盛土 (0,1

解 )。 旧耕土 (0.15″ )。 茶灰色砂質土層 (0.3協 )

。茶褐色砂質土層 (0.05″ )・ 暗茶灰色砂質土層

(0.25″ )・ 黄灰褐色油土層 (0.1″ )〔 軸 〕・

青灰色粘土層 (0.5″以上 )〔地山〕である。遣構

は検出されなかったが、地山面の状況からして、大

規模発掘をすれば検出される可能魅は高い。

遺 物
東区トレンチの包含層から、瓦器片・土師器片若

子が出土している。西区トレンチからは、地山面上

で政和通宝 1枚を検出している。

所 見
今回の調査は範囲が狭かったため、明確な追構の

検出には至らなかったが、追物包含層の状況や出土

追物からみて、北側一帯に中世の集落跡が拡がって

いると予想される。また、範囲確認調査で検出した

弥生時代の包含層は、今回検出されなかったが、も

う少し西側にあるものと思われる。 (森田 )

58.上田部遺跡

所 在 地 高槻市上田辺町
調査面積 150″

調査期間 昭和 54年 1月 16日～ 1月 31日

調査経過

当該地は、上田部追跡の北端部にあたると考えら

れるところで、今回、市街地再開発事業に伴う阪急

高架工事に先立つ試掘調査として実施した。

追構・遺物

東西200物の範囲に合計7ケ所のトレンチを設定

して調査をおこなった。そのうち、西端に設けたト

レンチから、中世頃と考えられる溝を検出した。溝

は幅 1″、深さ0.6物を測り、南北方向の流路であ

る。他のトレンチでは、時期不詳の小溝などを検出



したが、日立った追構はない。追物としては、淡青

灰色粘土層から、 6世紀中頃の須恵器を検出してい

る。

所 見

当遺跡は奈良時代の集落追跡として顕馨なもので

あるが、今回の調査では、それに該当するような追

構・追物は検出されなかった。ところが 6世紀中頃

の須恵器、 (杯蓋完形品 )を検出したことによって、

近くに古墳時代の集落の埋もれている可能性がでて

きたといえよう。 (森田 )

59,寿申山遺跡

所 在 地 高槻市天神町 1丁目954番地

調査面積 117″

調査期間 昭和 54年 5月 29日 ～6月 6日

調査経過

天神山追跡のこれまでの調査は、西側の丘陵でお

こなわれただけで、東側の丘陵については、北山天

満宮が錬座 し、発掘調査はまったく行なわれていな

い。今回当該地において、住宅が建設されることに

なり、調査を実施 した。

遺構・遣物

層序は、表土層 (0.1物 )・茶灰負十層鞭 〕

(0.lη )。 黄褐色土層〔地山〕となり、遣構上面

はすでに削平されていた。検出した追構は弥生時代

の方形周溝墓 3基で、相互に連接し合っていた。時

期としては、周溝内から検出した畿内第I様式の甕

が決めてになる。

所 見

最近、天神山東丘陵南端にある昼神車塚古墳の下

層から、当該調査区と同時期の方形周溝墓が調査さ

れており、この東側丘陵南半部が弥生時代の墓域で

ある可能性が極めて強くなった。 (森田 )

60.天 神山遺跡

所 在 地 高槻市天神町 1丁目 10-86番地

調査面積 793″

調査期間 昭和 56年 1月 28日

調査経過

当該地は、天神山丘陵の東支脈の南寄りに位置し、

北山天満宮の 1部とその斜面にあたる。これまでの

東支脈の調査では、弥生時代中期の方形周清墓群が

確認されているところから、調査を実施した。調査

は丘陵上と斜面部にそれぞれ 1ケ所づつのトレンチ

を設けておこなった。

追構・遺物

丘陵部の トレンチでは、表上を除去すると黄褐色

粘土層の地山があらわれ、追構は検出されなかった。

ただ弥生時代中期の壷の破片が若千出土している。

土器片のうち数点は河内産の壺片である。斜面部の

トレンチでは、旧斜面の一部を検出したのみで、追

構・遣物・包含層は認められなかった。

所 見

今回の調査の遣物の検出状況か らみて、近くの尾

根上に周溝墓があったものと思われる。この東支脈

南部―帯は、弥生時代中期の墓域と考え られ、天神

山古墳群のあり方からみて、古墳時代に至っても墓

地としての性格を有したものと思われる。 (森田 )

61.古 曽部南遺跡

所 在 地 高槻市古曽部 2丁目 170他

調査面積 4,496″

調査期間 昭和 56年 1月 7日 ～ 1月 2日

調査経過

当該地は、以前から須恵器の散布地として知られ、

また追跡の西方 300物 に昼神車塚古墳を擁するとこ

ろから、まず予定地全域にわたって追構の確認調査

をおこなった。調査は 4″×5″のトレンチ8ケ所

を設け順次実施した。

遺 構
遺構を検出したトレンチは、3ケ所である。いず

れも、北寄りに設定した トレンチからの検出で、古

墳時代の溝 2条と、中世の頃と思われる溝 1条であ

る。

追 物

遣物としては、各 トレンチから、弥生時代～奈良
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時代にかけてのものが出土している。土器類で1よ

古墳時代初頭の上師器類若千と、同じく中頃～後半

にかけての須恵器が目立った。他に用途不明の材木

等を検出している。

所 見

今回の試掘調査の結果、追物包含層である暗灰色

土層の拡がりと、追構のあり方から、古曽部南遺跡

の南端がほぼ定まったといえる。そして、その主体

となる時期は、 5世紀中頃～後半と考えられる。ま

た各 トレンチの 2次堆積土から、奈良時代の土器を

含む遺物が出土 しており、当該調査区の北側の高ま

りにも遺跡の拡がりが考えられる。 (森田 )

62.昼神車塚古墳

所 在 地 高槻市天神町二丁目■7・ 268

調査面積 750″

調査期間 昭和 53年 7月 11日～ 12月 16日

調査期間

当古墳は天神山丘陵の一番南側の先端部に位置す

る北向きの前方後円墳である。府道真上―安満線が

昼神車塚古墳の】躙J前方部を通過することになった

ため、昭和 51年 2月から2次にわたる調査がおこな

われてきた。今回、最終の3次調査をして墳丘盛土

の発掘調査を実施 した。

遺 構

調査は道路部分の墳丘を地山面まて掘り下げてお

こなった。墳丘の盛土は、I段目下縁テラス下から

前方部頂まで約 4.5″の高さを測り、 8段階の工程

を径て構築されていた。その盛土を詳細に観察する

と、小さなブロック状土 (こ の大きさは、平均の厚

さ0.1″、・径約 0.5物 で、その十畳約 0.02″であ

る。 )を積み重ねたものであることがわかった。

また、古墳々丘下では、弥生時代中期の方形周溝

墓を検出したが、追構の大部分は調査区域外にあっ

て、規模等の詳細については不明である。その他、

墳丘東裾部では、唐古第V様式期の土器棺墓群が、

隣接するような状態で多数検出されている。

遣 物
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盛十中からは、旧石器時代に属する削器 1点を含

む他、弥生式上器片・須恵器片を若干出土した。方

形周溝墓および土器棺墓から出土した弥生式土器は、

ほとんど完形品の壷・甕・高郭 。水差 しである。そ

の他、墳丘裾部からは少数の埴輪片と中 。近世の土

器細片が出土している。

所 見

昼神車塚古墳は丘陵先端部を利用して築造された

ものであるが、そのほとんどが墓十であることが今

回の調査で明ら力Чこなった。しかも、盛土は 8段階

の工程を経て構築されており、色違いによる小ブロ

ックの堆積状況が明瞭に判別できる例として貴重で

ある。また墳丘下で検出 した弥生時代の墓地群は、

天神山追跡の墓域のあり方を知る上に重要である。

(大船 )

63.奥 坂古墳 群

所 在 地 高槻市別所本町 30-1

調査面積  210″

調査期間 昭和 53年 5月 11日～ 5月 18日

調査経過

昭和50年、市立奥坂小学校の建設嘲こ、 3基の古

墳を発掘調査したが、その東側の尾根に4基の古墳

が存在することが知られていた。今回、分譲住宅が

建設されることになり、府教委および関係者と協議

の結果、造成予定地にかかる 2基について発掘調査

を実施することになった。

遺構・遺物

調査を開始する以前に古墳の位置する尾根の東側

部分が造成工事で削 られており、古墳も一部が削除

されたようである。調査の結果一基 (A3号墳 )は

古墳とは認められず、単に地山が高まっているだけ

と判明した。もう一基 (A4号墳 )は推定直径 12

ηの円墳で、墳丘の据部を削って 2～ 2.5″の濠が

めぐらされており、濠内から埴輪の破片が検出され

た。感十はほとんど盛っておらず、主体部について

も検出することはできなかった。石室に使用したよ

うな石材も付近には見当らないところから木棺直葬



墳とみられる。

所 見

以前、調査を実施 した時に、検出した小形の横穴

式石室を有する終末期の古墳や木棺直葬墳が古曽部

。別所付近には散在 しており、安満追跡を中心とし

た古墳時代の村落との関連を考えるうえで重要であ

る。 (橋本 )

64.奥坂古墳 群

所 在 地 高槻市別所本町 30-1

調査面積  44,392″

調査期間 昭和 55年 4月 10日 ～5月 1日

調査経過

奥坂小学校建設時に2基の古墳を調査し、その後、

53年度に2基 (A3・ A4号墳 )の調査を行なった

が、そのうち 1基 (A3)は古墳と認められなかっ

た。今回、Al～A4号墳のある東側尾根部分の宅

地造成 (マ ンション建設 )に先立って発掘調査を実

施した。

遣構 。追物

東側尾根部分の獲面に断面が露出していたAl号

墳は調査の結果、主体部は木棺直葬であるが、崖で

大半が削られているため規模は不明である。また、

墳形は推定 7～ 8物の円形とみられる。約10″離れ

て、南北長約 9″ 、濠幅約 1物の方形墳を検出した。

以前から判明していたA2号墳とみられ、主体部は

中央部に木憎を直葬 している。中央部は木の根で撹

乱されており、期模は不明である。Al、 A2号墳

の豪内から墳輪の破片が出上しているが、小破片で

あり形状は不明である。また、届出地の東南部で墳

丘らしい盛り上がりについて調査を行なったが追構

・追物は検出できなかった。

所 見

53年度に調査したA4号墳がやはり木棺直葬墳と

みられ、第 8中学校建設時に調査した紅茸山遣跡か

ら木棺直葬を主体とする方形墳が約 10基検出されて

いる。今回の調査分とあわせて各尾根ごとに木棺直

葬墳が築かれていることが判った。これらの小古墳

と鏡や鉄製品を所有する紅茸山Cl号墳 。あるいは

奥坂古墳との関係解明もこの地域を理解するうえで

重要である。 (橋本 )

65,安 満遺 跡

所 在 地 高槻市高垣町 269

面  積 264″

調査期間 昭和 53年 7月 24日 ～25日

調査経過

安満追跡の東部で、当調査区の東側も52年度に調

査をしたところ、中世の掘立柱建物等を検出 してい

る。今回、分譲住宅の建設が計画されたため、関係

者と協議の結果、発掘調査を実施することになった。

追構・追物

表止 (40効 )を除去すると、桧尾川の旧河床とみ

られる暗褐色あるいは青灰色の砂礫層が複雑に堆積

しており、遣構・遣物はまったく検出されなかった。

所 見
貶年度の調査でも桧尾川の旧河床とみられる砂礫

層の蛙積 した部分が検出されており、中 。近世でも

桧尾ナIIが氾濫をくり返 していたらしい。 (橋本 )

66。 安満遺跡

所 在 地 高槻市高垣町 253-1

調査面積  2,200″

調査期間 昭和 53年 ■月 刻 日～ 54年 1月 24日

調査経過

安満追跡の東部地区で周辺部から奈良時代以降の

建物群が検出されているため、今回分譲住宅の建設

に先立って発掘調査を実施 したものである。

追構 。遣物

調査区の西側で建物の東部を柵列で囲まれた建物

と井戸を検出した。柱通 りは約 12°東へ振るもので、

東西 5間 (柱間 1.65物 )×南北 3間 (柱間 1.6物 )

の建物 1と東西 1間 (柱間 1.6″ )X南北 2間 (柱

間 1.6%)の建物 2がある。建物 1のすぐ南側に直

径 0.8″、深さ0,75物の井戸 1があり、曲物を三

段重ねている。時期は奈良時代 とみられる。
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調査区の東側で奈良時代の井戸 2を検出したが、

直径約 3″、深さ約 1.6物で元来石組井戸でみられ

る。内部から墨書のある須恵器や土師器・刀子状木

製品が出上 している。墨書は「益田」・岡」。「 碍
主」

などがあり、井戸の祭祖関係であろうか。

他に調査区東側では隅丸方形を呈するもので 10

基検出される。内部から黒色土器、瓦器が出土 して

いる。近辺に、同時期とみられる井戸が 2基検出さ

れている。

調査区の西北部で直径 1～ 1.5脇・深さ0.併刊.7

″を測る井戸状の土壊が検出され内部から布留式上

器が出土している。

所 見

古墳時代の集落が桧尾川氾濫原に拡が翔 るヽこと

力半」り、また、奈良時代以後妨鳥ラ勃 Sメ免たこ湧 判ゞる。

67。 安満遺跡

所 在 地 高槻市八丁畷町
調査面積 700″

調査期間 昭和 53年 12月 2日 ～ 54年 1月 13日

調査経過

当該地は安満追跡の南部にあたり、今回、市街地

再開発ま業の一環として、阪急高架工事がおこなわ

れるのに対する事前試掘調査である。

遺構・追物

調査は、線路沿いに平行 して、 7ケ所の トレンチ

を設けて実施した。番号は西側から順に付した。

トレンチ 1(幅 3解 。長さ52物 )では、弥生時

代前期の大溝と時期不明の溝 。落ち込み等を検出。

遺物としては、大溝より縄文晩期の土器片と弥生時

代前期の土器片を検出。

トレンチ 2(幅 1物・長さ 19物 )では、自然流

路の一部とピットを検出。遣物としては灰褐色粘土

層より、大形石庖丁の一部らしきものを検出してい

る。

トレンチ 3(幅 2物、長さ 17.5″ )では、弥生

時代中期の土壊墓、溝などを検出。なお調査区域外

にも土竣墓らしきものを検出している。追物として

は、土壊墓から把手付壷・壷などを検出している。

まな  トレンチ中央やや西寄りのところで、高杯の

脚部を蓋にした壺棺 1基を検出した。その他蛤刀石

斧の刀先片が出土している。

トレンチ 4(幅 3物、長さ 18″ )では、遣構は

検出されず、包含層から弥生時代前期の上器を検出

している。

トレンチ 5(幅 3物、長さ 15″ )では、遺構は

検出されなかった。遣物は撹乱をうけた包含層から

若千の弥生式上器片を検出したのみである。

トレンチ 6(幅 3″・長さ 16″ )では、若子の

ピット類を検出するも、まとまったものにはならな

かった。また目立った追物もない。

トレンチ 7は掘さくするも、自然流路の跡で、湧

水激しく調査不能であった。

所 見

的回の調査は、追跡地の南端にあたり、遣構の希

薄なところと考えられてきた。しかし、弥生時代中

期の土渡墓や壷棺墓を検出した意義は大きく、中期

の追構が南へ拡がる可能性が高くなった。また、ト

レンチ 1で検出した大溝から、前期の上器とともに、

縄文時代晩期の上器が出土したことは、安満追跡の

成立を考えるとき、参考になろう。 (森田 )

68.安満遺跡

所 在 地 高槻市高垣町 224・ 225-2

調査面積  1,151″

調査期間 昭和 54年 3月 22日

調査経過

当調査地区は高垣町住宅地の北凍隅にある児童公

園の隣である。

安満遣跡の歴史時代関陳の追構が検出されている

地区の北東部にあたるため、宅地造成に先立って発

掘調査を実施 した。

追構・遺物

盛土 (0.4物 )を除去すると、旧耕土 (0.2η )

となり、その下は撹乱された青灰色の砂礫層が厚く

堆積し、遺構・遺物はまったく検出されなかった。

所 見
安満追跡東鋤 りゞの限界蜘 るこ渤望港た ま

た、こり寸近は数十年前爛高槻市街地の造成に際して多

量の上砂を採集したとのことであった  (橋本 )
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69.安満遺跡

所 在 地 八丁畷町 154-19

調査面積 887.58″

調査期間 54年 9月 20日

調査経過

安満遺跡の西部では、遺構・遺物の検出はほとん

どないが、京大農場西南部では条理制遺構が検出さ

れており、今回、宅地造成に先立って発掘調査を実

施した。

遺構・遺物

届出地に数本の試掘壊を設けたが、遺構
。遺物は

まったく検出できなかった。層序は盛土 (12)、

旧耕土 (0.2陶 )、 青灰色土 (0.1″ )、 黄灰色土

(0.3η )、 青灰色砂礫である。

所  見

安満遺跡の西南部への拡がりの限界とみられる。

(橋本 )

70.安満遺跡

所 在 地 高槻市高垣町蟄他

調査面積 3,024″

調査期間 54年 ■月 5日～■月22日

調査経過

京大農場東部の高垣町地区では、弥生時代末から

中世にかけての遺構・遺物が検出されており、当調

査区も宅地造成に先立って発掘調査を実施したもの

である。

遺構 。遺物

調査区の東部で中世の遺構を検出した。基本的な

層序は、耕土 (0.1～ 0。 5″ )、 床土 (0.05紹 )の

下は灰色砂礫・黄灰色上、青庚色砂礫が数十切単位

で複雑に推積し、この地域全体が桧尾川の旧流路と

みられる。

遺構は床土を除去するとすぐに溝、井戸、ELE基

柱穴が検出された。

土 墓・柱穴のほとんどは溝 1の西側で検出され、

この溝は幅 0.5～ lη 、深さ0.2物 を測り、やや西

方に曲がりながら延び、遺構群の東部を画する性格

が考えられる。

土壊墓は4基検出したが、土壊墓 2～ 4はほぼ等

間隔に一定方向に並ぶ。土族墓 1のみ南北方向で長

さ1.4知、幅0.8物 、深さ0.1物 を測る不定形であ

る。土壊墓 2は長さ1.3η、幅 0.7η 、深さ0.2η

の方形である。土壊墓 3は長さ1.6″、幅 0.6初、

深さ0,42を測り、小判形である。ELE墓 4は長さ

1.3紹、幅0.6η 、深さ005能を測り小判形である。

井戸は溝 1と重複し、直径 1.5物、深さ1.lη を測

る。

溝 1や柱穴内から瓦器・土師器・中国製陶磁器を

検出したが、溝 1から出土したものは瓦器出現期の

良好な一括資料である。

所  見
これまで、安満遺跡東部では中期の遺構

。遺物が

多数検出されているが、今回のように集落のなかで、

溝が一単位を画するような遺構の検出ははじめてで

あり、中世集落の構成を与える上でも重要である。

(橋本 )

71.安満遺跡

所 在 地 高槻市高垣町 25

調査面積 667.2″

調査期間 54年 11月 15日～ 17日

調査経過

安満遺跡東部で、周辺の調査ではこれまでに中世

の遺構・遺物が検出されており、今回、個人住宅・

賃貸住宅の建設に先立って発掘調査を実施した。

遺構・遺物

耕土・床土を除去すると砂礫層が複雑に堆積して

おり、遺構 。遺物を検出することができなかった。

所  見

調査区周辺全体が、桧尾川の旧流路で、遺備が削

除されたり、集落立地上不利なものとみられる。

(橋本 )

72.安満遺跡

所 在 地 高槻市高垣町 246他

調査面積 2,200″

調査期間 55年 2月 12日 ～ 4月 10日

調査経過
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当調査区は47年から48年にかけて発掘調査が実

施された古代～中世集落遺構群の西北部にあたり、

以前に検出された遺構群が拡がっていると推定され

ていた。今回、周辺部同様宅地造成に先立って発掘

調査を実施したものである。

遺構 。遺物

層序は、耕土 (0。 1～ 0.2紹 )、 床土 (0.1～ 0.2

η )、 暗褐色土 (0.2～ 0.4″ )、 黄灰色砂質粘土

〔地山〕である。遺構としては掘立柱建物、井戸、

土壊墓等を検出した。

掘立柱建物は奈良時代に属し、掘り方のしっかり

したものと、平安時代以後の掘り方の簡単なものが

ある。

奈良時代の建物は 3棟検出された。建物 3、 4は

約 65°東へ振り、 3は南北 3間 (柱間 1.4妨 )×東

西 2間 (柱間 1.9解 )、 建物 5は東西 2間 (柱間1.6

″ )×南北 1間 (柱間 1.9協 )以上である。建物 5

は東西 2間 (柱間 1.62)X南北 1間 (柱間 1。 9め

以上で東柱があるので倉とみられる。建物 3の西南

部に正位置にある蔵骨器を検出した。掘り方や配石

等の施設は確認できなかった。

平安時代以降の建物は7棟検出された。101～ 104

は 5°東へ振れる。建物 101は南北 3間 (柱間2.Oη )

×東西 2間 (柱間 1.5物 )、 建物 102は東西 2間 (柱

間 1.8協 )X南北 2間 (柱間 2.0物 )、 建物 103は

東西 2間 (柱間 1.4″ )X南北 2間 (柱間 1.3η )、

建物 104は東西 2間 (柱間 2物 )X南北 1間以上で

ある。建物 105～ 107は 18°東へ振る建物である。

建物 105は東西 2間 (柱間 4.Oη )×南北 2間 (柱

間 1.5解 )、 建物 106は東西 2間 (柱間 1.9″ )×

南北 2間 (柱間 1.4η )、 建物 107は東西 2間 (柱

間 1.9紹 )X南】ヒ2間 (柱間 2.Oη )である。全体

に小規模なものである。井戸は鎌倉～室町期のもの

である。井戸 1011ま直径 2.2η 、深さ 1.7″ 、底で

直径 1.3物を測る円形で、元来石組井戸とみられる。

放棄後、瓦器羽釜を数個一括して投棄してあった。

井戸 102は石組みで、上面の直径 1.5η、深さ 1.4

ηを測る。井戸 103は 直径 1.5紹、深さ2.0″ 、底

の直径 0.9解 を測る円形である。井戸枠は無く、埋

土から瓦器 (椀・羽釜 )、 須恵器鉢が出上した。

土壊墓は 23基検出し渤 、ゞほとんどが隅丸方形の

小判形で、長さ1.4解～ 1.5初 、幅 lη前後を測る

ものが多い。一部から黒色土器が出上しているが、

全体的には瓦器が出土している。建物は弥生時代か

ら中世に至る各時代のものが出土している。主に遺

構に関連する中世のものとしては井戸 103から出土

した瓦器 (椀・羽釜 )、 土師器皿、須恵器鉢は一括

資料として良好である。井戸 101出土の瓦器羽釜も

南】ヒ朝期から室町期の良好な資料である。

他に緑釉 。中国製青・白磁・砥石・延喜通宝など

も出土 している。

所  見

調査区の東側に中世期の柱穴や土壊墓が重複して

検出され、以前調査した集落址の西北への拡がりを

確認することができた。建物としてまとめた柱穴は

ごく一部にしかすぎず、大半の柱穴はまとめること

が不可能な程、多数検出され、何世代にもわたって

居住 したことが判る。その時期は奈良時代から室町

時代にわたるものである。また、土壊墓が重複して

検出されたが、中世のある時期に、集落の近くに共

同墓地を営んでいたことが判る。 (橋本 )

73.安満遺跡

所 在 地 高槻市八丁畷町 12-1他

調査面積 200″

調査期間 昭和 55年 3月 4日 ～ 4月 5日

調査経過

当該地は、安満遺跡の南側寄りに位置し、昨年度

におこなった阪急高架工事に先立つ試掘調査結果を

うけて、今回の予備調査となった。

遺構・遺物

調査は合計 5ケ所のトレンチ (調査壊 )と 2ケ所

の試掘坑を設けておこなった。

トレンチ 1(幅 11物・長さ12物 )は、昨年度の

トレンチ 1の北側に設けたもので、弥生時代前期の

溝 3本と井堰を検出した。溝は用水路 2本と自然流

路 1本である。井堰は 1本の用水路の北寄りで検出
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した。全幅 3初余で、そのうち東半分の残リカ漱い。

構造は、溝に直交して丸太杭を4～ 5本打ち込み、

これらの杭に横木をさしわたして骨組みをつくって

いる。そして、丸太をみかん割りにした板材を斜め

に打ち込んでつくられている。また、この井堰の北

側にも杭列があり、井堰があった可能性がある。一

方、井堰の南側では橋と想定できる構造物も検出さ

れている。遺物としては、縄文土器 (晩期 )と弥生

土器 (前期 )がある。とくに弥と土器は、ほぼ完形

に近い7個体の壷があり、中には彩文や木葉文で飾

られたものがある。

トレンチ2(幅 3協、長さ7初 )では、西端で溝

跡らしきものを認めただけである。遺物は、茶褐色

砂質上の包含層や溝の埋十から、弥生時代中・後期

の上器片が若干出上している。

トレンチ3(幅 3η、長さ5物 )では、弥生時代

の方形周溝墓の一部を検出した。遺物としては、溝

内から畿内第Ⅲ様式の壷・甕が出土している。また、

トレンチの北西隅部から畿内第Ⅱ様式の甕を検出し

ている。

トレンチ4(幅 1.8翻 、長さ6η )では、灰色砂

礫層 〔地山〕の上にある茶灰褐色土層 〔整地層 〕か

ら2次堆積した土器片が検出されただけで、遺構等

は認められなかった。

トレンチ 5(幅 2.2η、長さ7.5″ )でも、トレ

ンチ4と ほぼ同様のことであるが、壁面にピットを

1個検出した。

試掘坑 2ケ所については、遺構・遺物ともに検出

されなかった。

所  見
トレンチ 1で検出した井堰は、弥生時代前期の中

頃と考えられ、これまでの安満遺跡の調査で得た資

料の中では最も古いものである。そして、多くの壺

の検出は、井堰を中心とした水の祭祖が考えられ興

味深い。またトレンチ 3で弥と時代中期の方形周溝

墓を検出したことによって、昭和45年に調査された

木棺の時期をある程度限定できるようになった。

今回の調査は、予備調査であり、今後、遺跡南部

一帯での本格的な発掘調査の必要性が強く感じられ

た。 (森田 )

74.安満遺跡

所 在 地 高槻市高垣町 245

調査面積 240″

調査期間 55年 5月 20日 ～5月 30日

調査経過

安満遺跡東部に分布する奈良時代以降の集落の一

端にあたり、西側を 53年度、北側を 54年度に調査

を実施している。今回も分譲住宅建設に先立って発

掘調査を実施したものである。

遺構・遺物

調査区の東南部で中世の柱穴を多数検出したが、

まとまりを欠いている。井戸は 3基検出されたが、

‐基は直径2.4物、深さ1.0″ を測り、元床石組と

みられる (106)。 他の 2基 (104、 107)はいず

れも直径約 1.Oη、深さ0.7″～ 0.8″で円形・素

掘りである。いずれも内部から瓦器・土師器が出土

する。土族墓が 5基検出されたが、西側で 53年度

に調査した際に検出された土族墓と一連のものであ

るう。

所  見

他の調査地区と合わせて奈良時代以後、とくに中

世の集落を考えるうえで重要である。 (橋本 )

75。 安満遺跡

所 在 地 高槻市高垣町 15他

調査面積 3,267″

調査期間 55年 12月 10日～ 56年 3月 23日

調査経過

京大農場東部地域については、これまでも宅地造

成に先立って発掘調査を重ねてきたが、弥生時代か

ら中世にかけての遺構・遺物が多量に出土している。

当調査区は51年度に調査を実施し、数基の方形周溝

墓を検出した地区に隣接するところから方形周溝墓

群の拡がりを追求できるものと期待されていた。今

回宅地造成に先立って発掘調査を実施した。

遺構・遺物

調査区全体に旧桧尾川の氾濫によって運ばれた砂
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礫層が厚く堆積している。基本的には、耕土 :床土  南北 7.0物 、 12号周溝墓より新しい。
・黄褐色砂礫土層 (0,3～ 0.4密 )、 黄褐色粘土層  14号周溝墓 12号周溝墓の東に隣接。東西 8.5初 、

(0.1～ 0.2η )、 灰色粘土層 (0.3～ 0.5″ )、   南北 7.5η 。

暗灰色粘土層 (0.2η )、 地山は黄灰色砂質粘土層  1碍 周溝墓 12号周溝墓の北に位置する。幅 1.5舵、

あるいは青灰色砂礫層である。           幅 0.4ηの溝がL字形にめぐる。周溝内に長さ2.0

検出した遺構は弥生時代中期の方形周溝墓33基と  物、幅 0.8紹 、深さ0,15物の長方形土壊を検出する。

溝状遺構である。方形周溝墓はいずれも周溝を共有  16号周溝墓 13号周溝墓の南に隣接。東西 7.5解 、

しながら連なっている。主として東西方向に列ぶが、 南北 5,5″ 。南側周溝は 19号に肖1られる。
これと異なる方位で、二・三基で一つのグループを  17号周溝墓 12・ 14号周溝墓の南に隣接。 南北 6

つくるものがあり、詳細に検討するも4～ 5グルー  解、東西 9陶 、周溝内から第Ⅱ様式期の高杯〔第Ⅲ

プに分けられる。以下各周溝墓ごとの概要を記す。  様式期の壷を検出。

1号周溝墓 東西8.5η 、溝幅 1.Oη、深さ0.3解   18号周溝墓 16号周溝墓の西に位置する。溝幅 2物 、

を測る。南北長不明                深さ0.2η を測る。

2号周溝墓 1号周溝墓に隣接。溝幅2η、深さ0.3  19号 周清墓 16・ 17号周溝墓を削り、東西 9.5″、

初を測る。東南隅のみ検出。            南北 7η 、溝幅は2～ 3陶 を測る。

3号周溝墓  1・ 2号周溝墓の南に位置する。東北  20号周溝墓 19号周溝墓の南に隣接。東北隅を検出。

隅を検出。溝幅 1.5～ 2.Oη 、深さ0.3物 。溝内に  21号周溝墓 東北 9.5靱 、南北 7～ 8協 。溝幅 2η、

第Ⅱ～第Ⅲ様式期の壺・水差・甕を、また、溝底か  深さ0.2～ 0.5物 を測る。第Ⅱ様式期の高杯・甕・

ら遊離して第 7様式期の甕を検出。         壷を検出。

4号周溝墓 3号周溝墓の東に隣接。溝幅0.6～ 1.0  22号周溝墓 21号周溝墓の南西隅に接し、東北隅を

初、深さ0.1～ 0.3初 、東西長 7.5初 、東西隅に上  検出。
を検出する。                  23号 周溝墓 21号周溝墓の南に隣接。東西 9.0協、

5号周溝墓 溝幅 0.9η 、深さ0.3″ 、東南部のみ  南北 6.5″ 。
検出する。                    24号 周溝墓 23号周溝墓の東に隣接する。東西 7.5

6号周溝墓 5号周溝墓の東に隣接。         物、南北 8.0"。
7号周溝墓 5号周溝墓の南に隣接、連続しない周  25号周溝墓 解号周溝墓の東南隅と接する。西北隅

溝である。                    の一部を検出。

8号周溝墓 東西 7.2″ 、南北 6.5η で西と東の隅  26号周溝墓 21号周溝墓の東に隣接する。東西 9η 、
は陸橋部となる。                 南北 10η 。

9号周溝墓 ゴヒ東隅を検出。溝幅 2η、深さ0.5物   27号周溝墓 26号周溝墓の東に隣接する。西北隅を

を測る。                      検出する。

10号周清基 8号周溝墓に隣接。東西 4.5η 、南北  28号周溝墓 26号周溝墓の北に位置する。東西 6η 、
3.5η 。                     南北 5初 、西北隅が陸橋となる。

11号周清墓  10号周溝墓に隣接、東西 3,7η、南北  29号周溝墓 28号の東に隣接する。東西 5η 。南側

3.0陶である。                  を溝 101に削られる。

12号周溝墓 東西 7.5物 、南北 5.5η 、溝幅 1,0～  30号周溝墓 29号の東に隣接する。西南隅のみ検出。
1.5物 、深さ0.4～ 0.5η の周溝がめぐる。     31号 周溝墓 14号周清墓の東北に隣接する。
13号周溝墓  12号周溝墓の西に隣接。東西 9.0″ 、  32号周溝墓 14号周溝墓の東南に隣接する。周溝は
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=方のみであるが東西、南北とも約 5.0物 を測る。

中央部に長さ2.Oη、幅 1.2η、深さ0.2初 の方形

土装を検出。木棺墓とみられる。

33号周溝墓 17号周溝墓の東に隣接。東西・南北と

も5η。溝 101、 26～ 30号周溝墓の間を掘削し、

溝幅3.Oη 、深さ0.8解 を測る。内部から布留式上

器、ナスビ形木製品 (鍬 )が出土している。

各周溝墓からは供献土器が出上しているが多くは

溝底に接するか、わずかに遊離した状態で検出され

た。時期は第Ⅱ様式から第Ⅲ様式にかけてのもので

ある。壺・甕・水差・高杯・鉢・蓋が検出されてい

る。壷には日縁内側に瘤状突起のあるものが何点か

出土している。局杯は上部が杯状のもの、日縁が外

反するものがあるが、いずれも第Ⅱ様式期に属し、

北摂では類例のないものである。

他に砂礫層などから、須恵器などが出上している

が数は多くない。

所  見

集落の周囲は墓地に囲まれ、南側に水田が拡がっ

ている弥生時代の安満遺跡の景観を復元できる資料

を加えることができた。 (橋本 )

76。 梶原寺跡

所 在 地 高槻市梶原 1丁目376-1

調査面積 569″

調査期間 昭和 54年 1月 26日 ～ 2月 26日

調査経過

当該地は、梶原寺跡の中心地と目されるところに

あり、今回、住宅建設に先立ち発掘調査を実施した。

遺  構

造構面は 2層検出され、上面は、中世の遺構面で、

多数のピットや土壊・落ち込みなどが認められた。

いくつかのピットの底部に瓦を敷いたものがあり、

また、北辺のピットの 1つからは礎石状の石を蔵し

たものがあった。建物としてはベタ柱のものが 1棟

検出されている。下面は古墳時代前期の遺構面で、

土器棺墓などが検出された。

遺  物

片や土師器片があり、落ち込みからは、天目茶椀の

ほぼ完形品が出上している。古墳時代の遺物として

は、布留式併行期の壷・甕・高杯などが検出されて

いる。またこの他にも、中世の包含層から、大量の

奈良時代の瓦が出土している。これらの瓦は、かっ

て梶原寺に用いられていたものであろう。

所  見

梶原寺の遺構は検出できなかったが、古墳時代の

遺構面を確認できたのは成果であった。また、昭和

52年の調査イこ,封て、中世の遺構を検出したこと

から、現在の梶原村一帯の下層には、中世の集落が

埋設している可含多陛が極めて高いと考えられる。そ

れにしても、奈良時代の遺情面が検出されなかった

のは、中世の整地によって、削り取られたためであ

ろうか。今後の調査の課題である。 (森田 )

77.梶原埴輪 円筒棺

所 在 地 高槻市梶原一丁目37

調査面積 100″

調査期間 昭和 53年 2月 21日

調査経過

当該地は高槻市東部の解進山東南部に位置する梶

原古墳群の一画にあたる。今回、竹藪での筍裁培の

上取り作業中に偶然発見された円筒棺について、緊

急調査を実施した。

遺  構

円筒棺は墓壊の中央部から検出された。墓壊は現

存地で長さ 1.25″、幅0.6η 、深さ0.32を測り、

主軸の方向は、N-77°一Eである。 円筒棺は底部

を東側にして埋置されていた。棺の内法は長さ0.53

紹、径 0.3η を測り小児用と考えられる。棺内から

人骨は検出されなかった。

遺  物

円筒埴輪は高さ77物・口径 34∽に復元され、タ

ガは4帯認められる。全体に薄く仕上げられている。

また回縁部内向に波状の箆描文がみられた。時期と

しては4世紀末から5世紀初頭と考えられる。その

ほかに基壊西南部から土師器 (甕 )を検出した。布

中世の遺物としては、包含層から検出された瓦器  留式の新しい段階のものであろう。
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見所

当該地周辺は6世紀後半の梶原古墳群が所存する

地域であり、古墳時代前期に遡る円筒棺が出土する

ことは予想だにしなかった。本自憐と関連するもの

としては、梶原寺下層遺跡の集落が考えられよう。

とにもかくにも埴輪円筒棺の調査は高槻市域では初

めてであり、今後類例の増加をまって、検討される

ものである。

78.梶 原遺跡

所 在 地 高槻市梶原 4丁目581-2

調査面積 1,483.22″

調査期間 54年 9月 13日

調査経過

梶原遺跡は東海道新幹線建設に際して発見され、

昭和 48年に一部の調査が実施さ紘 。その結果では

古墳時代前後の遺物包含層と遺構が若千検出されて

いる。今回倉庫建設に先立って試掘調査を実施した。

遺構・遺物

届出地の各所に試掘壊を設けたが、基本的な層序

は、盛土 (12)、 旧耕土 (0.3″ )、 黄灰色粘土

(0.3初 )、 褐色粘土 (0.15～ 0.2η )、 黄灰色砂

質粘上である。黄灰色粘土から中国製白磁・瓦器の

小破片を検出したが、遺構はまったく検出できなか

った。

所  見

古墳時代関係の遺構 。遺物がまったく検出できず、

梶原遺跡の拡がりは案外狭いものと思われる。また、

出土した中世の遺物から南の上牧遺跡との関連が考

えられる。 (橋本 )
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